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Ⅰ．はじめに－授業に「看図アプローチ語りカ
フェ」を用いた経緯　

　作文の時間に，子どもたちが生き生きと自身の

思いを語り合い，教室が楽しく，書きたいことが

あふれ出てくる。そして，すいすいと鉛筆が動い

ている授業は教師にとっても子どもたちにとって

も理想的である。「書くこと」の指導において，

まず「書きたい思い」が子どもたちの中になけれ

ば書かせることはできない。鹿内（2003，p.118）

は「書くことがない」「どう書いていいかわから

ない」という子どもの言葉は，「先生の，取材と

構成の指導は不充分である」ということを訴えて

いるのだと述べている。この訴えを解消し，理想

的な「書くこと」の授業展開に，「看図作文」が

有効であることは枚挙にいとまがない。現在，「看

図作文」から発展した「看図アプローチ」は様々

な分野で活用されている。本稿第 1 筆者田中は，

本実践の前に「看図アプローチ」を活用し，少人

数クラスの小学１年生に簡単な「説明文」を書く

授業（田中 2022）を行った。ビジュアルテキス

ト「きゅうちゃん」を使うことで子どもたちは楽

しく対話しながら，親和的な学習活動の中で，簡

単な「説明文」を完成することができた。「きゅ

うちゃん」は全国看図アプローチ研究会のマス

コット的キャラクターであり，ビジュアルテキス

トでもある。本稿第 2 筆者石田が発案・開発（石

田 2022）したものである。

　第１筆者田中は，前報（田中 2022）の結果を

受けて，学年の最後に作る文集に載せるための自

分作文を書かせたいと考えた。子どもたちが充分

に愛着を持った「きゅうちゃん」の絵図を使い，

過去現在未来の自分語りをさせるのだ。授業方法

実践報告

「看図アプローチ語りカフェ」を活用した１年生の自分作文
―過去現在未来の自分に似たきゅうちゃんで思いを綴る―

田中　岬 1)・石田ゆき 2)

TANAKA Misaki　ISHIDA Yuki 

キーワード：看図アプローチ語りカフェ・きゅうちゃん・少人数教育・国語・作文

概　要
　本報告は，1 年生が，学年の終わりに書く思い出作文の指導実践である。子どもたちは，幼稚園保育

園の時の自分，今の自分，２年生の自分に似た「きゅうちゃん」の絵図を選び，成長の過程でどんなこ

とができるようになったのか，どんな気持ちで 2 年生になろうとしているのかを語り合い，作文にま

とめた。就学前の出来事についても「きゅうちゃん」を介して過去を尋ね合い，1 年生の「自分きゅうちゃ

ん」を語るときには成長を認め合う場面が見られた。「きゅうちゃん」は，子ども同士の弾むような対

話を生み出し，自己の内面により深く語りかけ，思考を促すきっかけとなった。相手意識を持ち，主体

的に聞き合う姿からは協同的に学ぶ，創造的で温かい授業づくりの手応えを感じた。

1) 岩見沢市立第一小学校
2) 日本医療大学
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として，お互いの考えを共有し合い，対話しなが

ら進める「看図アプローチ語りカフェ」を活用す

る。「看図アプローチ語りカフェ」は中学生や，

専門学校生および大学生への授業，あるいは指導

者の研修などで活用した先行研究（たとえば，茅

野 2020，山下 2020）がある。「看図アプローチ

語りカフェ」を活用するにあたって，次のような

ことを期待した。

• 小学校１年生の少人数の授業でも活発で協

同的な学習活動が行われること。

• 子どもたちの「書きたい」思いがあふれる

ような作文指導が行えること。

Ⅱ．授業計画
Ⅱ－１　対象児童・授業者・実践時期など
◆対象児童 : 小規模特認校 １年生４人

◆授業者 : 第 1 筆者 田中 岬

◆実践時期 : ２月

◆倫理的配慮：本論文で紹介する実践データ

は過去に収集したものであり，さかのぼって

作文等の使用許可をとることができない。こ

のため，論文編集においては，学校・児童の

匿名化を徹底した。授業中，子どもたちは敬称・

愛称で呼び合っているが，論文中ではこれを

すべて敬称「さん」で統一して記載し，性別

等もわからないようにした。

Ⅱ－ 2　授業計画
◆単元名：思い出のアルバム

　－自分きゅうちゃんをつかって，思い出を語り合

いどんな 2 年生になりたいか自分作文を書こう。－

◆指導目標

　◎幼稚園保育園の時の思い出や，１年生での出

来事を思い出したり，どんな２年生になりたいか

自分の姿を想像したりして自分作文を書くことが

できる。（書くこと ア）

　◎自分の思いや考えが明確に伝わるように事柄

の順序に沿って簡単な構成を考えることができ

る。（書くこと イ）

　◎言葉を通じて自己を表現し，他者の心と共感

するなど互いの存在について尊重する態度を養う

ことができる。（学びに向かう力・人間性等）

◆指導時間：全９時間（１コマ 45 分）

◆指導計画：表１に示す。

表１　指導計画

見
通
し
（
１
時
間
）

【 時間目】

学習の見通しを持つ。学習の目標（幼稚園・保育園時代の自分， 年生の自分をふりかえり，

どんなことができるようになったか，そして，どんな 年生になりたいか，それぞれの時代

の自分をきゅうちゃんに見立てて自分作文を書くこと）を確認する。

・思い出や 年生への抱負など簡単に語り合う。

・教科書にある作文例を読む。

時
系
列
に
沿
っ
て
作
文
材
料
集
め

個
人
思
考

交
流

（
６
時
間
）

【
過
去
】
（
２
時
間
）

【２時間目】

幼稚園・保育園の時のことを思い出して交流した後，提示した 種類のきゅうちゃん絵図か

ら，昔（幼保時代）の自分に似たきゅうちゃんを選び，どうしてそのきゅうちゃんを選んだ

のかワークシート一に書き込んで発表する。

・前時想起，課題確認（ 分）

・ 種類のきゅうちゃん（ワークシート一右）について絵図の変換，要素関連づけを行う。

（ 分）

・幼保時代を思い出して自由発言。（ 分）

・幼保時代の自分きゅうちゃんを選ぶ。

・選んだ理由をワークシート一左に記入する。（ 分）

・発表する。（ 分）

・まとめ，次時予告（ 分）

【３時間目】

それぞれが選んだ幼保時代の自分きゅうちゃんと会話しながら（友達からの質問に答えたこ

とも含む）どんなことがあったのか具体的な思い出のメモを作り，文に書く。（絵図の外挿）

ワークシート①②

・前時想起，課題確認（  分）

・前時に選んだ自分きゅうちゃんの絵が貼ってあるワークシート①にその時のことを具体的

に思い出して書く。（  分）

・発表し質問し合う。（  分）

・自分きゅうちゃんに質問しながら（友達からの質問に答えたことも含む），さらに深く思

い出し詳しく書き足す。ワークシート②（  分）

・まとめ，次時予告（  分）

【
現
在
】
（
２
時
間
）

【 時間目】

現在の 年間を思い出して交流した後，現在（ 年生）の自分に似たきゅうちゃんを新しい

種類の絵図から選び，どうしてそのきゅうちゃんを選んだのかワークシートに書き込んで

発表する。ワークシート二

・前時想起，課題確認（ 分）

・ 種類のきゅうちゃん（ワークシート二右）について絵図の変換，要素関連づけを行う。

（ 分）

・ 年生のこれまでを思い出して自由発言。（ 分）

・ 年生の自分きゅうちゃんを選ぶ。
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見
通
し
（
１
時
間
）

【 時間目】

学習の見通しを持つ。学習の目標（幼稚園・保育園時代の自分， 年生の自分をふりかえり，

どんなことができるようになったか，そして，どんな 年生になりたいか，それぞれの時代

の自分をきゅうちゃんに見立てて自分作文を書くこと）を確認する。

・思い出や 年生への抱負など簡単に語り合う。

・教科書にある作文例を読む。

時
系
列
に
沿
っ
て
作
文
材
料
集
め

個
人
思
考

交
流

（
６
時
間
）

【
過
去
】
（
２
時
間
）

【２時間目】

幼稚園・保育園の時のことを思い出して交流した後，提示した 種類のきゅうちゃん絵図か

ら，昔（幼保時代）の自分に似たきゅうちゃんを選び，どうしてそのきゅうちゃんを選んだ

のかワークシート一に書き込んで発表する。

・前時想起，課題確認（ 分）

・ 種類のきゅうちゃん（ワークシート一右）について絵図の変換，要素関連づけを行う。

（ 分）

・幼保時代を思い出して自由発言。（ 分）

・幼保時代の自分きゅうちゃんを選ぶ。

・選んだ理由をワークシート一左に記入する。（ 分）

・発表する。（ 分）

・まとめ，次時予告（ 分）

【３時間目】

それぞれが選んだ幼保時代の自分きゅうちゃんと会話しながら（友達からの質問に答えたこ

とも含む）どんなことがあったのか具体的な思い出のメモを作り，文に書く。（絵図の外挿）

ワークシート①②

・前時想起，課題確認（  分）

・前時に選んだ自分きゅうちゃんの絵が貼ってあるワークシート①にその時のことを具体的

に思い出して書く。（  分）

・発表し質問し合う。（  分）

・自分きゅうちゃんに質問しながら（友達からの質問に答えたことも含む），さらに深く思

い出し詳しく書き足す。ワークシート②（  分）

・まとめ，次時予告（  分）

【
現
在
】
（
２
時
間
）

【 時間目】

現在の 年間を思い出して交流した後，現在（ 年生）の自分に似たきゅうちゃんを新しい

種類の絵図から選び，どうしてそのきゅうちゃんを選んだのかワークシートに書き込んで

発表する。ワークシート二

・前時想起，課題確認（ 分）

・ 種類のきゅうちゃん（ワークシート二右）について絵図の変換，要素関連づけを行う。

（ 分）

・ 年生のこれまでを思い出して自由発言。（ 分）

・ 年生の自分きゅうちゃんを選ぶ。

見
通
し
（
１
時
間
）

【 時間目】

学習の見通しを持つ。学習の目標（幼稚園・保育園時代の自分， 年生の自分をふりかえり，

どんなことができるようになったか，そして，どんな 年生になりたいか，それぞれの時代

の自分をきゅうちゃんに見立てて自分作文を書くこと）を確認する。

・思い出や 年生への抱負など簡単に語り合う。

・教科書にある作文例を読む。

時
系
列
に
沿
っ
て
作
文
材
料
集
め

個
人
思
考

交
流

（
６
時
間
）

【
過
去
】
（
２
時
間
）

【２時間目】

幼稚園・保育園の時のことを思い出して交流した後，提示した 種類のきゅうちゃん絵図か

ら，昔（幼保時代）の自分に似たきゅうちゃんを選び，どうしてそのきゅうちゃんを選んだ

のかワークシート一に書き込んで発表する。

・前時想起，課題確認（ 分）

・ 種類のきゅうちゃん（ワークシート一右）について絵図の変換，要素関連づけを行う。

（ 分）

・幼保時代を思い出して自由発言。（ 分）

・幼保時代の自分きゅうちゃんを選ぶ。

・選んだ理由をワークシート一左に記入する。（ 分）

・発表する。（ 分）

・まとめ，次時予告（ 分）

【３時間目】

それぞれが選んだ幼保時代の自分きゅうちゃんと会話しながら（友達からの質問に答えたこ

とも含む）どんなことがあったのか具体的な思い出のメモを作り，文に書く。（絵図の外挿）

ワークシート①②

・前時想起，課題確認（  分）

・前時に選んだ自分きゅうちゃんの絵が貼ってあるワークシート①にその時のことを具体的

に思い出して書く。（  分）

・発表し質問し合う。（  分）

・自分きゅうちゃんに質問しながら（友達からの質問に答えたことも含む），さらに深く思

い出し詳しく書き足す。ワークシート②（  分）

・まとめ，次時予告（  分）

【
現
在
】
（
２
時
間
）

【 時間目】

現在の 年間を思い出して交流した後，現在（ 年生）の自分に似たきゅうちゃんを新しい

種類の絵図から選び，どうしてそのきゅうちゃんを選んだのかワークシートに書き込んで

発表する。ワークシート二

・前時想起，課題確認（ 分）

・ 種類のきゅうちゃん（ワークシート二右）について絵図の変換，要素関連づけを行う。

（ 分）

・ 年生のこれまでを思い出して自由発言。（ 分）

・ 年生の自分きゅうちゃんを選ぶ。

・選んだ理由をワークシート二左に記入する。（ 分）

・発表する。（ 分）

・まとめ，次時予告（ 分）

【５時間目】

それぞれが選んだ 年生の自分きゅうちゃんと会話しながら（友達からの質問に答えたこと

も含む）どんなことがあったのか具体的な思い出のメモを作り，文を書く。（絵図の外挿）ワ

ークシート③④

・前時想起，課題確認（  分）

・前時に選んだ自分きゅうちゃんの絵が貼ってあるワークシート③にその時のことを具体的

に思い出して書く。（  分）

・発表し質問し合う。（  分）

・自分きゅうちゃんに質問しながら（友達からの質問に答えたことも含む），さらに深く思

い出し詳しく書き足す。ワークシート④（  分）

・まとめ，次時予告（  分）

【
未
来
】
（
２
時
間
）

【６時間目】

年生になったらどんな自分になりたいか，全体で交流した後，なりたい自分に似たきゅう

ちゃんを，さらに新しい 種類の絵図から選び，どうしてそのきゅうちゃんを選んだのかワ

ークシートに書き込んで発表する。ワークシート三

・前時想起，課題確認（ 分）

・ 種類のきゅうちゃん（ワークシート三右）について絵図の変換，要素関連づけを行う。

（ 分）

・どんな 年生になりたいか考えて自由発言。（ 分）

・２年生になった自分きゅうちゃんを選ぶ。

・選んだ理由をワークシート三左に記入する。（ 分）

・発表する。（ 分）

・まとめ，次時予告（ 分）

【 時間目】

それぞれが選んだ未来（２年生）の自分きゅうちゃんと会話しながら（友達からの質問に答

えたことも含む）どんなことがあったのか具体的な思い出のメモを作り，文に書く。（絵図の

外挿）ワークシート⑤⑥

・前時想起，課題確認（  分）

・前時に選んだ自分きゅうちゃんの絵が貼ってあるワークシート⑤にその時のことを具体的

に思い出して書く。（外挿）（  分）

・発表し質問し合う。（  分）

・自分きゅうちゃんに質問しながら（友達からの質問に答えたことも含む），さらに深く思

い出し詳しく書き足す。ワークシート⑥（  分）

・まとめ，次時予告（  分）

完
成
・
交
流

（
２
時
間
）

【 ・ 時間目】

清書

発表・ふりかえり

・原稿用紙の使い方に注意する。
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Ⅱ－３　教材（ワークシート）
　作成したワークシートの一覧を次に掲載する。

教材１　ワークシート 一

（指示：ようちえん・ほいくえんのときのじぶん

に　にているきゅうちゃんを　えらぼう。）

教材２　ワークシート①

（ 指示：ようちえん・ほいくえんのときの思い出

どんなことがあったか　おもいだして　かこう。

したこと・そのときのきもち）

・選んだ理由をワークシート二左に記入する。（ 分）

・発表する。（ 分）

・まとめ，次時予告（ 分）

【５時間目】

それぞれが選んだ 年生の自分きゅうちゃんと会話しながら（友達からの質問に答えたこと

も含む）どんなことがあったのか具体的な思い出のメモを作り，文を書く。（絵図の外挿）ワ

ークシート③④

・前時想起，課題確認（  分）

・前時に選んだ自分きゅうちゃんの絵が貼ってあるワークシート③にその時のことを具体的

に思い出して書く。（  分）

・発表し質問し合う。（  分）

・自分きゅうちゃんに質問しながら（友達からの質問に答えたことも含む），さらに深く思

い出し詳しく書き足す。ワークシート④（  分）

・まとめ，次時予告（  分）

【
未
来
】
（
２
時
間
）

【６時間目】

年生になったらどんな自分になりたいか，全体で交流した後，なりたい自分に似たきゅう

ちゃんを，さらに新しい 種類の絵図から選び，どうしてそのきゅうちゃんを選んだのかワ

ークシートに書き込んで発表する。ワークシート三

・前時想起，課題確認（ 分）

・ 種類のきゅうちゃん（ワークシート三右）について絵図の変換，要素関連づけを行う。

（ 分）

・どんな 年生になりたいか考えて自由発言。（ 分）

・２年生になった自分きゅうちゃんを選ぶ。

・選んだ理由をワークシート三左に記入する。（ 分）

・発表する。（ 分）

・まとめ，次時予告（ 分）

【 時間目】

それぞれが選んだ未来（２年生）の自分きゅうちゃんと会話しながら（友達からの質問に答

えたことも含む）どんなことがあったのか具体的な思い出のメモを作り，文に書く。（絵図の

外挿）ワークシート⑤⑥

・前時想起，課題確認（  分）

・前時に選んだ自分きゅうちゃんの絵が貼ってあるワークシート⑤にその時のことを具体的

に思い出して書く。（外挿）（  分）

・発表し質問し合う。（  分）

・自分きゅうちゃんに質問しながら（友達からの質問に答えたことも含む），さらに深く思

い出し詳しく書き足す。ワークシート⑥（  分）

・まとめ，次時予告（  分）

完
成
・
交
流

（
２
時
間
）

【 ・ 時間目】

清書

発表・ふりかえり

・原稿用紙の使い方に注意する。

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
絵
図

貼
付
欄
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教材３　ワークシート②

（指示：むかしのじぶんきゅうちゃんとはなしを

しよう。ようちえん・ほいくえんのときのじぶん

きゅうちゃんに，ききたいことやいいたいことを

かこう。）

教材４　ワークシート 二

（指示：一年生のじぶんに　にている　きゅうちゃ

んを　えらぼう。）

教材５　ワークシート③

（指示：一年生になってどんなことがあったかな。　

したこと・そのときのきもち）

教材６　ワークシート④

（指示：一年生のじぶんきゅうちゃんとはなしを

しよう。）

教材７　ワークシート 三

（指示：二年生になったじぶんに　にている　きゅ

うちゃんを　えらぼう。）

教材８　ワークシート⑤

（指示：どんな二年生になりたいかな。　二年生

になったじぶんに　にている　きゅうちゃんを見

てかこう。　二年生になったきゅうちゃんは　な

にを　しているかな。　どんなことをかんがえて

いるかな。）

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
絵
図

貼
付
欄

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
絵
図

貼
付
欄

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
絵
図

貼
付
欄

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
絵
図

貼
付
欄
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教材９　ワークシート⑥

（指示：二年生になったきゅうちゃんとはなしを

しよう。　二年生になったじぶんきゅうちゃんに，

いろいろ　しつもんしてみよう。　なんてこたえ

るかな。）

Ⅲ．授業の実際
Ⅲ－ 1 　授業の進め方概略
　授業の進め方は上掲「指導計画」（表１）の通

りであるが，概略をまとめておく。授業は全９時

間配当で行う。最初の１時間目は「学習の見通し

を立てる」時間である。２時間目・３時間目は「過

去の自分」について詳しく取材をする時間である。

４時間目・５時間目は「現在の自分」について詳

しく取材をする時間である。同様に６時間目・７

時間目は「未来の自分」について詳しく取材をす

る時間である。８時間目・９時間目は，作文の清

書と発表およびふりかえりを行う。

　以下に，２時間目以降７時間目までの授業の実

際について報告していく。１時間目の「学習の見

通しを立てる」時間については「指導計画」（表１）

の通りであるため詳細については省略する。8・

9 時間目については書きあがった作文と子どもた

ちのふりかえりをⅣに掲載する。

Ⅲ－ 2 　過去（幼保時代）の自分語りと材料集め
　前時（１時間目）に，幼稚園保育園の思い出を

想起させ，自由に存分に語り合わせている。本時

（２時間目）冒頭で再度その内容を子どもたちに

想起させ，ワークシート 一 を配付する。

ワークシート 一 （再掲）

　ワークシート 一 にはお絵描きしているきゅう

ちゃん・タンバリンを振っているきゅうちゃん・

手を引かれて泣いているきゅうちゃんなどの絵図

が提示してあり，その横に，文章が書けるように

マス目を施してある。子どもたちは，「あ，きゅ

うちゃんだ。」「かわいい。お絵描きしてる。」「こ

のきゅうちゃん，泣いてる。」などと口々に言い

ながら，ワークシート 一 にある絵図を指さした

りなでたりしてきゅうちゃんに夢中になってい

た。提示されている 6 つのきゅうちゃんについ

て変換・要素関連づけ・外挿を行わせ，それぞれ，

幼稚園保育園時代の自分に似ているきゅうちゃん

を選ばせた。子どもたちは「ぼく，このきゅうちゃ

んにする。」「わたしは，タンバリンの。」などと

すぐに，自分きゅうちゃんを選び出した。ワーク

シート 一 には，なぜそのきゅうちゃんを選んだ

のか理由も書くことを指示した。就学前，それぞ

れ別の施設で育ってきた子どもたちは，友達の知

らない部分についての語り合いが楽しくて仕方な

いという様子で発表し合っていた。対話記録の一

部を紹介する。

C4　C2 きゅうちゃん，タンバリンで何の音楽

していたの？

C2　いろんな音楽。

T　C2 さん，そのときどんなきもちでおどっ

ていたの？

C2　楽しい気持ち。

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
絵
図

貼
付
欄
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C2　C4 きゅうちゃん，いつも泣いていたんで

すか。

C3　なんで泣いてるんですか。

C4　保育園のときに「なんか買って。」と言っ

たら「帰るよ。」と言われたの。

C3　「おもちゃがほしいよ。」と言って泣いて

るんですか。

C4　違います。飲みものが買ってほしかった

のに「帰るよ。」って言われたの。

C1　どうしてお母さんは買ってくれなかった

のですか。

C4　「早く帰るよ。」って言って買ってくれな

かったの。

T　あ～，C4 さんは喉が渇いていたから買っ

てほしかったのに，お母さんは急いで帰り

たかったんだね。

C4 　（うなずく）

C3　お絵描きのにする。

T　次は C3 さんに質問ね。

C2　お絵描き好きだったんですか。

C3　はい。

C4　お絵描きの絵はなんだったんですか。

C3　タイヤ。

C2　ということは，じゃあ，車がすきだった

んですか。

C3　そう。

　この後，幼保時代の自分きゅうちゃんと選んだ

理由をワークシートに書き込み，発表した。子ど

もたちは，「いつも遊んでいて，楽しかったから。」

（原文は，ほぼ平仮名表記だが読みにくさを解消

するため第 1 筆者田中が漢字仮名交じりにした。

以下同様である。）「わたしが，保育園のときに，

似ているから選びました。」のように選んだ理由

を文の最初に書いた。そして，続けてきゅうちゃ

んの絵図を読み解き，「ぼくが誰かというと，泣

いている人です。となりにいるのがママです。」「タ

ンバリンで遊んでいる。手をあげている。幼稚園

のころ。いつもわたしは遊んでいる。」「わたしは

保育園のころお絵描きが好きでした。今もお絵描

きが好きです。動物や人を描いていました。」の

ようにきゅうちゃん絵図に対して自分の様子とし

て要素関連づけ，外挿を行っていった。

　３時間目では，子どもたちが選んだきゅうちゃ

ん絵図を貼り付けたワークシート①を配付し，具

体的に自分が何をしているのか，どんな気持ちで

いたのかなどを書かせた。

ワークシート①（再掲）

　それぞれの発表が終わった後，友達が選んだ自

分きゅうちゃんに対する質問を考えて発表した。

この後，同じ時間の中でワークシート②を配付し，

さらに深く，具体的な作文メモを作るために「自

分きゅうちゃんへの質問とその答え」を書くよう

に指示した。質問内容は自分で考えたものでも友

達から出された質問でもよいことにした。

ワークシート②（再掲）

　以下はワークシート①②に取り組んだ時の対話

記録である。
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T　幼稚園や保育園の時のきゅうちゃんを見な

がら，新しいワークシート使うよ。（ワーク

シート①を提示）

C3　なにこれ。なにこれ。

T　なんて書いてある ?

C 全員　どんなことがあったのか，思い出し

て書こう。

T　幼稚園の時の自分きゅうちゃんの絵を見

ながら考えるんだよ。そのときのことをどん

なことがあったか思い出して書こう。C1 さ

ん お絵描き。好きな絵を描いてたんでしょ。

C2 さんはタンバリン持ってるね。何してる

のか，それを書いてください。（机間巡視し

ながら）

T　タンバリン持って何してるの ?

C2　振ってるの。音出してるの。

T　あ～，シャラランって音出してるのね。きゅ

うちゃんの持ってるものよく見て何を持って

いるのかとか詳しいこと教えてね。C4 さん

はそのきゅうちゃん ?

C4　泣いてるの。

T　あ～泣いてるのね。なんで泣いてるんだろ

う。

…中略…

T　今書いたのを読んでくれる ?

C4　泣いてるの。

T　誰と一緒にいるのか書いてね。

C4　ママが保育園に迎えに来た時に「飲みもの

を買って。」って言ったから泣いてる。ママ

が困ってる。

T　ああ，ママ，困った顔してるよね。

T　じゃあ今度，C3 さん。

C3 お絵描きが好きだったからやっています。

お絵描きが好きだから描いています。クレヨ

ンを持って椅子に立って（ママ）描いていま

す。また幼稚園みたいにお絵描きがやりたい

です。いつかやりたいと思います。またやり

たいと思います。いつかやれると思います。

T　はい，たくさん書けたね。じゃあ今度，

C1 さん。

C1　絵を描いています。みかんを描いていま

す。小さい頃はよく描いていました。好きな

色は 5 歳のころは赤色です。1 年生の時は青

色です。手に持っているものはクレヨンです。

T　あ～，わかったね。詳しくわかったね。今

度 C2 さん読んでください。

C2　タンバリンで遊んでいます。タンバリン

を振っています。おもちゃ箱から持ってきま

した。1 人で遊んでいます。いつも遊んでい

ました。

T　次のページめくって（と言ってワークシー

ト②を開くように指示）じゃあ，自分で質問

を考えて書いて。昨日みんなから出た質問も

書いていいよ。自分でどんなことを聞きたい

かなってこと。今度はそのきゅうちゃんに聞

きたいことを書くよ。（自分と友達が出した

質問を思い出して 5 つくらいまで書くこと

を伝えた）

…中略…

T　質問するのは今の自分，答えるのは幼稚園

保育園の時の自分だよ。（この指示は，子ど

もたちにより詳しい取材と描写をしてもらう

ことを意図して行った。自分で過去の自分に

質問をして，それに答えていくという手法を

取りたかった。子どもたちは指示の内容を確

かめながらワークシート②を埋めていった。）

　泣いているきゅうちゃんを選んだ C4 は「どう

して泣いているの。」「飲みものを買ってくれない

から。」「どうして飲みものがほしかったの。」「が

まんできないくらいのどが渇いていたから。」と

短いながらも２つの受け答えを書いた。また，タ

ンバリンきゅうちゃんを選んだ C2 は，「なんの

曲ですか。」「やってみよう。」「誰とやってますか。」

「1 人でやっています。」「どこでかってきました

か。」「イオンでかいました。」「なにをしているの。」

「おどっています。」「どこでやっているの。」「お

うちです。」と合計で５つの受け答えを自分きゅ

うちゃんにさせている。こうして，1 つの時代（過

去・幼保時代）の自分についてワークシート 一
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①②を完成させて作文の材料集めをすることに子

どもたちは慣れていった。

　以下にワークシート 一 ①②の記述内容を紹介

する。なお，原文には読点「，」が非常に少なく，

平仮名だけの文は非常に読みづらいため，掲載に

際して第一筆者田中が，適当な箇所に読点を施し

てある。後に紹介するすべてのワークシートにつ

いても同様とする。また，倫理的配慮によりワー

クシート上の一人称はすべて「わたし」に書き替

えてある。

ワークシート 一 の記述例（C1）

　わたしがほいくえんのとき

に，にているからえらびまし

た。わたしは，ほいくえんの

ころおえかきがすきでした。

いまもおえかきが，すきです。

どうぶつや人をかいていまし

た。

ワークシート 一 の記述例（C2）

　いつもあそんでいてたのし

くしていたから。タンバリン

であそんでいる。手をあげて

いる。ようちえんのころ。いっ

つもわたしはあそんでいま

す。

ワークシート 一 の記述例（C3）

　ようちえんのときよくおえかきとはなをか

んでいるのをおもい出せるからです。います

ぐやりたい。

ワークシート 一 の記述例（C4）

「なんかかって」っていった

ら「かえるよ」っていわれて

ないてたからです。わたしが

だれかというとないてる人で

す。となりにいるのはママで

す。

ワークシート①②の記述例（C2）

　タンバリンであそんでいま

す。タンバリンをふっていま

す。おもちゃばこからもって

きました。一人であそんでい

ました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
〔質問〕

〔返答〕

ワークシート①②の記述例（C4）

　ママがほいくえんにむかえ

にきたときに，「のみものを

かって」っていったらないた。

ママがこまっている。はなし

をしています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
〔質問〕

〔返答〕

①なんのきょくですか。

②だれとやっていますか。

③どこでかってきましたか。

④なにをしているの。

⑤どこでやっているの？

①やってみよう

②ひとりでやっています。

③イオンでかいました。

④おどっています。

⑤おうちです。

①どうしてないてるの。

② どうしてのみものがほしかったの。

① のみものをかってくれないから。

② がまんできないくらい，のどがか

わいていたから。
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Ⅲ－３　 現在（１年生）の自分語りと作文材料
集め
　４時間目は，次のような指示で始めた。子ども

たちが１年生になってどんなことができるように

なったかを考えてもらうこと。そして 1 年生現

在の自分きゅうちゃんを探すこと。このような課

題意識を持たせたところでワークシート 二 を配

付した。

ワークシート 二 （再掲）

　幼保時代のワークシート 一 とは違うきゅう

ちゃんの絵図を提示した。ワークシート 二 には

１年間の行事や出来事などが思い出せるような

きゅうちゃんの絵図を意図的に配置した。ブラン

コに乗っているきゅうちゃん・作文を書いている

きゅうちゃん・マラソンをしているきゅうちゃん・

雑巾がけをしているきゅうちゃんなどの絵図であ

る。この中から選ぶことを言い添えると，子ども

たちは次々に「あっ，ブランコだ。」「きゅうちゃ

ん，ブランコに乗ってる。」「作文を書いてる，こ

のきゅうちゃん。」「あ，マラソンも。ぼく，これ

にする。」「雑巾がけしてるきゅうちゃんもいる。」

などと自由に発言した。その他の指示は特に行わ

なかったにも関わらず，子どもたちはきゅうちゃ

ん絵図にある「もの」や「こと」を続けざまに言

語化（変換）し，きゅうちゃんが何をしているのか，

その状況を意味のある文に（要素関連づけ）して

いった。

　以下は，1 年生の自分きゅうちゃんについて発

表している場面の対話記録である。

T　 二 のワークシート，発表してもらいます。

じゃあ，C3 さんからしてくれるの？いい？

C3　1 年生のとき，よく遊んでいたのが思い

出せるからです。ブランコで遊んでいます。

友達と楽しそうに遊んでいます。C3 は左の

きゅうちゃんです。右のきゅうちゃんは友達

のきゅうちゃんです。すごく楽しそうです。

お話ししながら遊んでいます。すごく楽し

かったです。またやりたいです。

C4　質問いい？ C3 さんのお友達は口あけて

なくて前向いてるのに C3 さんだけはなんで

しゃべってるの？

T　あ～，本当だね，C3 さんきゅうちゃんと

お友達のきゅうちゃんは口の形違うね。

C3　C3 はね，ね，左だよ。

C2　しゃべってない方だよ。

C3　そうだよ。

C4　左こっち？（と左手の人差し指で体の左

側を指し示す）

C1・2・3　そうだよ。

C4　ああ，じゃあ C3 さんはどうしてしゃべっ

てないの？ C3 さんは口あいてないのに友達

はあいてるの。どうして？

C3　友達しゃべってるから話すこと考えてる

の。

T　みんなきゅうちゃんの表情，顔の様子，よ

く見てるねえ。みんな二人のきゅうちゃんの

表情よく見てるね。とってもいいことだと思

うよ。C3 さん，よく考えてる。

C1　あっ足が。C3 さん，後ろに行こうとして

るから足を後ろにして，友達は前に行こうと

してるから足を前に出してる。

T　へ～。

C3　ブランコの乗り方，知らなかった？

T　C3 さん，ブランコきゅうちゃんの絵のそ

ういうとこまで見た？

C3　（首を振る）じゃあ次の人お願いします。

C1　作文を書けるようになりました…。

C2　幼稚園のころは苦手だったんですか。
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C4　保育園では，やってませんでした。

C3　作文はなんのことを書いていたんですか。

T　いい質問。

C1　えっと アイヌのこととか，…。

C3　あっ，アイヌのこと書いたね。

C1　丸とか点とか教えてもらって書けるよう

になりました。

C3　なんで作文を書いてるんですか。

C4　アイヌのこと勉強したから？

C2　C3 さんに続けたいです。

C3　いや続けないで助けてよ。

T　C1 さん，答えてあげて。なんで作文を書

いてるんですかって。

C1　できなかったことができるようになった

ことを書いてる（選んだ）からです。1 年生

の自分きゅうちゃんは作文ができるように

なったからこれを選んだの。

C3　わかりました。

C1　これで終わります。

全員　 （拍手）

C2　わたしは作文を書いてるきゅうちゃんで

す。…1 年生になって勉強が上手くなったん

です。

T　みんな C2 さんに質問や感想どうぞ。

C3　勉強が好きだったんですか。勉強が好き

だからもっとしたいんですか。

C2　はい。勉強が好きで幼稚園のころ家に帰っ

たらいっつも，あいうえおとか書いていまし

た。

C4　幼稚園のころ，宿題はあったんですか。

C2　いいえ，なかったです。

C3　ないに決まってるよ。

C1　自分の字が上手だと思っていたんですか。

C2　幼稚園のころ？え，汚いと思ってました。

C1　じゃあ，今は？

C2　きれいと思っています。岬先生に教えて

もらったから，きれいに書けるようになった

と思います。

T　ああ，できるようになったこと，あったね

え。

C1　勉強は幼稚園のときやっていたんですか。

C2　いいえ，折り紙とかはやっていました。

勉強はやっていませんでした。

C3　どうして勉強，あいうえおとかやってい

たんですか。

C2　学校のためにやりたかったからです。

C4　自分の字を好きだと思っていますか。

T　1 年生になってから？

C4　自分の字を，1 年生になってから字が書

けるようになって好きになりましたか。

C1　きれいだから好きになりましたか。

C2　あんまり。

C1　もっと上手になりたいと思いますか。

C2　はい，2 年生になったらもっときれいに

書けるようになりたいです。

T　ああ，C2 さん，すごいね。もう，2 年生になっ

たらどんな自分になりたいかの気持ちが 1

つ出てきたねえ。

C3　習字習ったらうまくなれるよ。

T　はい。じゃあ C2 さんの終わりね。

全員　 （拍手）

C4　体育で学校 6 周したから，むちゃくちゃ

足が疲れて足が痛くなった。

T　どのきゅうちゃんですか。

C2　マラソンですか。

C4　マラソンのきゅうちゃんと寝っ転がって

るの。

C1　床雑巾してる。

C4　床雑巾なの？これ。

C1　いや，寝っ転がってるんじゃなくて雑巾

レースだよ。

C2　マラソンの時，そんなことあったね～。

T　C4 さんに質問ありますか。

C2　保育園の時はマラソンしていましたか。

C4　はい，していました。筋肉をつけるために。

ほかに質問ありませんか。

T　じゃあ先生からも質問です。C4 さん，保

育園の時と比べてどんなことができるように

なったから，そのきゅうちゃんを選びました

か。
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C4　どんなこと？…走ることが速く走れるよ

うになった。

T　あ～，保育園のときよりも速く走れるよう

になったんだ。

C4　あとね，C4 ね，みんなのことね，最初は

全然抜かせなかったけど後から全員抜かせる

ようになった。

T　あ～，1 年生の途中になってから足が速く

なってみんなを抜かせるようになったってこ

と？

C4　うん。（うなずく）

T　今日のお勉強は，どんなことできるように

なったかみんなで話して，その感想や質問を

言うんだよね。C4 さん，他にはできるよう

になったこと，もう，なあい？

C4　勉強も。算数，国語。

T　うん，そうだよね。そういえば，学習発表

会で言ってたこと，なんだっけ？

C3　ああ，漢字だ。

T　そうだね。C3 さん，ありがとう。じゃあ，

C4 さんはこれも選んでおこうか。（勉強して

いるふうの作文きゅうちゃん絵図を選択する

よう指示）

　以上のように，現在の自分たちを語り合う本時

（4 時間目）は，幼保時代の時間（2・3 時間目）

にも増して，非常に発言が活発であった。きゅう

ちゃんの絵図から，自分のことだけでなく，様々

な行事やクラス内での出来事を思い出していた。

自分でできるようになったことを自覚して書いて

いる児童もいれば，友達からの質問に答えている

中で，できるようになりたいと思っている自分

（「２年生になったらもっと ( 字が ) きれいに書け

るようになりたい」と発言した C2 など）に気づ

いた児童もいた。1 人の発言に対して，ほかの子

どもたちは次々と質問を投げかけている。子ども

たちの対話からは，皆，1 年間の行事や出来事を

ふりかえり，自分のことだけでなく，友達の言っ

た言葉や行動についても思い出して懐かしみ，共

感していることがうかがえる。夢中になって語り

合う姿は子ども同士，お互いの成長を認め合う姿

でもあり，優しく温かい時間が流れた。

　そして，子どもたちが選んだ自分きゅうちゃん

を貼り付けたワークシート③④を準備し，５時間

目を迎えた。

ワークシート③（再掲）

ワークシート④（再掲）

　ワークシート③④に記入しながら，幼稚園保育

園のことに話が戻ることもあった。しかし前時の

対話を思い出しながら，子どもたちは再び質問を

し合い，ワークシートをどんどん埋めていった。

出来上がったワークシートの文章量は，幼稚園保

育園時代のことを綴ったときよりも飛躍的に伸び

ていた。ブランコきゅうちゃんや作文きゅうちゃ

んを選んだ児童は，それぞれ，「ブランコができ

るようになった。幼稚園のときは押してもらって

いたけど，小学校にきてからできました。夏にや

りました。楽しいから。うれしい気もちでした。」

「作文用紙にかけてうれしいな。このきゅうちゃ

んは，作文用紙に夢中になってる。」などと，自
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分をきゅうちゃんに重ねて，気持ち，様子，状況

などを詳しく書いている。

　以下にワークシート 二 ③④の記述内容を紹介

する。

C2 の記述内容

ワークシート 二 の記述

　わたしは，ようちえんのこ

ろべんきょうがにがてで一年

生になってべんきょうがうま

くなった。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ワークシート③の記述

　ようちえんのとき，さく文がにがてで一年

生になってできるようになりました。学しゅ

うはっぴょうかいのさく文をかいています。

手わでこうかのこと（手話で校歌を表現した

こと）をかきました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ワークシート④の記述

　さく文ようしにかけてうれしいな。このきゅ

うちゃんは，さく文ようしにむちゅうになっ

てる。

C3 の記述内容

ワークシート 二 の記述例　

　一年生のときよくあそんでいたのをおもい

出せるからです。ブランコであそんでいます。

ともだちとたのしそうにあそんでいます。C3

は左のきゅうちゃんです。右のきゅうちゃん

はともだちです。おはなししながらあそんで

います。すごくたのしかったです。またやり

たいです。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ワークシート③の記述

　みんなとたまにあそんでいます。そのとき

すごくたのしかったです。またやりたいです。

なつになったらできるとおもいます。こんど，

ともだちとやれるといいな。やれなかったら，

ちがうゆうぐであそびます。たまに一人でブ

ランコであそびます。ふゆになったらできな

いから，ゆきあそびをします。かまくらをつ

くっています。つくるのにじかんがかかりま

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ワークシート④の記述

　ブランコができるようになったよ。ようち

えんのときは，おしてもらっていたけど小学

校にきてからできました。なつにやりました。

たのしいから。うれしい気もちでした。

C4 の記述内容

ワークシート 二 の記述

　たいいくでがっこう六しゅうしたから，め

ちゃくちゃつかれてあしがいたくなったです。

（ママ）（注：きゅうちゃんは２種類選択して

いたが，マラソンきゅうちゃんのことのみ書

いていた。）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ワークシート③の記述

　かんじがかけるようになったし，あしがは

やくなった。目というかんじがあって，ステー

ジでみんなに（書いて）見せた。

　なぜ，あしがはやくなったか，りゆうはマ

ラソンでいきをすいながら，がっこういっぱ

いまわって，あしがはやくなりました。あし

がいたくなっていきができなかったです。
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Ⅲ－４　未来（2 年生）の自分語りと作文材料集
め
　６時間目の導入として，前時（５時間目）まで

で考えてきた幼保時代の自分・現在の自分につい

て，ひとりひとりに問いかけながら想起させた。

そして，本時（６時間目）からは，未来の自分に

ついて考えていくことを伝えた。作文材料集めの

最後の活動である。まず，どんな２年生になりた

いのかを自由に発言させた。その後，ワークシー

ト 三 を配付し絵図の読み解きを行った。きゅう

ちゃん絵図は，授業者田中が，未来を象徴するよ

うなものを意図して選んだ。たとえば，虹を見上

げているきゅうちゃん・階段を上っていくきゅう

ちゃん・変身きゅうちゃんなどの絵図である。

ワークシート 三 （再掲）

　以下に，未来の自分きゅうちゃんについて語り

あっている場面の対話記録を掲載する。

T　今日は，どんなに 2 年生になりたいかを書

いてもらいたいの。

C3　かっこいい 2 年生。

T　わあ，かっこいい 2 年生。それ，すごいな，

　C3 さん。

C1　すてきで真面目でお手本になれる 2 年生。

C2　わたしは 1 年生に優しくできる 2 年生で

クラスが笑顔になれる 2 年生。

C3　 （1 年生が）泣いてたら泣かないように。

C1　誰かが泣いていたら絆創膏貼ってあげた

り，（保健室の）先生のところに連れて行っ

てあげたりするの。

C3　C3 は，「大丈夫な時は，ここで待ってて

ね。」って言うの。

C2・C3　C1 さんに続けます。

T　じゃあ C3 さん，さっきから言ってたから

先に聞こうかな。

C3　マスクの予備を持ってきてなかったら C3

のあげる。

C2　C3 さんに続けます。新しい 1 年生が入っ

てきたら学校の中，探検することがあるから，

ここはこうだよって教えてあげる。

T　みんな，新しい 1 年生のこといっぱい考え

てくれているね，じゃあ，自分は？どんなこ

とができる 2 年生になりたいの？

C1　ふたつのきゅうちゃん選んでもいい？

T　いいよ。先生ね，また，新しいきゅうちゃ

んを持ってきたよ。どんなきゅうちゃんがい

るか，教えて。（と言って新しいきゅうちゃ

ん絵図が載っているワークシート 三 を配付）

C 全員　わあ～。（歓声を上げる）

C1　階段を登ってるきゅうちゃん。ブランコ

漕いでるきゅうちゃん。虹を見てるきゅう

ちゃん。窓を見てるきゅうちゃん。

C2　泣いてるきゅうちゃん。

C1　ヒーローきゅうちゃん。

C3　泣いてるきゅうちゃん。

T　1 年生の面倒を見てくれるって言ったから，

これはきっと 1 年生きゅうちゃんだね。

C1　C5（新 1 年生の名前），泣き虫だから。

T　みんなにちょっとお話聞いてもらいたい

の。（テレビにワークシート 三 のきゅうちゃ

んを映して）この虹を見てるきゅうちゃん，

ただ虹を見てるんじゃなくて虹見ながら，

きゅうちゃんどんなこと考えてるかな。

C2　きれいだな。

T　どんな 2 年生になるかと関係あること考え

てるかな。

C2　C5 さんにいろんなこと教えてあげたい。

C 全員　うん。
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T　虹ってなんだろ？

C2　見て，見て，ここに虹があるよ。

T　ああ，お友だちに教えてあげたくなるね。

階段を上ってるきゅうちゃんは，どこに行く

んだろうねえ。

C3　2 階。

T　うん。1 階から 2 階に上がったら何あるか

なって思ったら…先生ね，1 年生から 2 年

生に上がったらどうなるかなって思うんだ。

きゅうちゃんもどんな 2 年生になりたいか

なと思うと思ってこのきゅうちゃんをここに

持ってきたんだ。じゃあ，これは何してるの？

C4　ウルトラマンきゅうちゃん。

T　うん，そうだね。このきゅうちゃん何して

るの。

C 全員　変身。

T　何から何に変身？

C3　普通の人から戦う準備する人に変身。

T　そうだね，じゃあみんなは 1 年生からどん

な 2 年生に変身するのかな。

C2　助ける人。

C1　すてきなみんなにやさしく声をかけるこ

とができるお兄さんお姉さんになりたい。

C2　C5 さんに優しいクラスにしたい。レベル

アップする 2 年生。家庭学習がいっぱいで

きる。

T　このブランコは？

C1　C1 は，こっちのきゅうちゃん。C5 は「漕

いで。」って言ってる。

C1　先生，足，すごいよ。前に行く時，足が

前に伸びてる。

C3　春になったらまた乗れる。

T　じゃあ今度はこっちのきゅうちゃんは，ど

こ見てる？

C3　空。

C1　今日はいい天気だな。

T　これもさ，2 年生になるきゅうちゃんだか

らさ，どんなこと思って空を見てるのかな。

C1　眩しい。

T　ああ，眩しい。いい言葉だね。

C1　鳥さん飛んでるかな。

C3　空飛びたいな。

C2　飛行機に乗りたいな。

C1　飛行機雲が太陽に繋がってる。

T　うん。じゃあ，最後のきゅうちゃんは？

C 全員　泣いてる。小さいきゅうちゃんは C5。

T　みんなは？

C1　大きいきゅうちゃん。ひと呼吸したら元

気になれるよ。

C2　1 回なにがあったか教えてっていう。

C1　質問をして，「うん」とかなら，泣いてて

も言えるからそう言う言葉で聞いてあげる。

T　はい，じゃあ書いてください。どれが 2 年

生になった自分きゅうちゃんか選んだわけも

ね。

　子どもたちは，3 度目の活動なのですぐに書き

始めた。どの児童も，自分きゅうちゃんを迷わず

に選び出し，書き進めていた。なめらかにワーク

シートの上を走る鉛筆の音だけが響いていた。子

どもたちは一心に書いていた。ただ，前日に一日

入学があったため，３人の児童が C5（新１年生

の名前）を出して，その児童に優しくすることに

集中して書いていた。最近あったことだけに注意

を集中させず，広い視野で 2 年生の自分像を書

くようファシリテートする必要があった。これは

本時における反省点である。また，この日（６時

間目）は 1 人欠席だったため，発表を次の時間

に持ち越した。

　翌日（７時間目），はじめに 3 人の児童からワー

クシート 三 に書いた内容を発表してもらった。

そして，前時に選んだきゅうちゃん絵図を貼り付

けたワークシート⑤⑥を同時に配付した。過去現

在のワークシート①②③④で書き進めてきたよう

に，どんな２年生になりたいかという取材・描写

のための最後の活動である。ここで，前時，欠席

していた児童には「こんな２年生になりたいと思

う自分きゅうちゃん」を選んでもらい，子どもた
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ち同士で質問をし合いながら，ワークシート⑤⑥

を書き進めていった。

ワークシート⑤（再掲）

ワークシート⑥（再掲）

　書き進める中で子どもたちは変身きゅうちゃん

や階段を上っているきゅうちゃん・カーテンを開

けているきゅうちゃんの絵図を見て，どんな２年

生になりたいか，自分が変身したいことを自分自

身に聞きながら（ワークシート⑤⑥を書くため）

再び語り始めた。この時，子どもたちはきゅうちゃ

んを完全に自分に見立てて外挿を始めていた。以

下にワークシート⑤⑥に取り組んでいる場面の対

話記録の一部を掲載する。

C1　みんなどんなすてきなお兄さんお姉さん

にかわるのかな。（階段を上っていくきゅう

ちゃんを見て）先生にいっぱい褒められたり

何かを頼まれていっぱい仕事をするすてきな

なお兄さんお姉さんになるのかな。

C3　先生より背高くなれるかな。よ～し，大

人になったら会社に入って…。

C1　（カーテンを開けているきゅうちゃんを見

ながら）換気して，朝になってママに起こさ

れないで起きて自分で起きてカーテンも開け

ている。

T　それいいね。

C4　まだコロナかな。

T　C4 さんはどんな 2 年生になろうとしてる

の？

C4　（考えている）

C3　2 年生になったらどれくらい完食できる

かな。

C1　ママのお手伝いをよくして，よし，小さ

い頃よりもっと褒めてもらおう。

C4　うん。

T　いいね。前向きなきゅうちゃんいっぱい出

てきたね。じゃあ，次は変身きゅうちゃん。

C4　変身ってどんなの？

C1　ウルトラマンになって…小さい頃より大

きく育ってみんなを助けたり先生を助けたり

…先生，ぼく持ちますよ。わたし持ちますよ。

大丈夫ですかって心配とかするかっこいい 2

年生。

T　いい言葉出たね。変身って前の自分と違

うってことなんだね。

C2　1 年生の時よりお助け屋さんになりたい。

C3　1 年生のときよりもっときれいな字を書

きたい。

T　おっ，いいんじゃない。

C3　（嬉しそうに笑う）

C4　1 年生（のとき）よりも泣かないでいたい。

T　うん，この小さいきゅうちゃん，泣いてい

るもんね。さあ，今日は，C5 さんに優しく

することのほかにいっぱい出てきてうれしい

です。みんなどんな２年生に変身したいのか，

勉強のこと，給食のこと，自分のことをたく

さんワークシート⑥に書こう。



全国看図アプローチ研究会研究誌 16 号　2022.12

19

　このように，過去現在未来とワークシートが進

むにつれ，子どもたちの対話がますます活発にな

り，ワークシートへの書き込みも一層，文章量が

増えていった。完成したワークシートには，どん

な自分になりたいかという質問に「漢字が下手

だったけど，２年生になったらできるようになっ

たよ。」と２年生になったつもりで表現している

児童もいる。そして，たくさんの質問を自分きゅ

うちゃんに投げかけ，「どうやったらレベルアッ

プできますか。」「指を使わないで，たし算ができ

た。」「どんな自分に変身したいですか。」「かっこ

いい２年生，口悪くしない優しい２年生になりた

いな。」などと具体的な理想の状況を文章にして

いる。

　以下にワークシート 三 ⑤⑥の記述内容を紹介

する。なお，ワークシートごとにきゅうちゃんを

選び直している児童や，選択した中から特定の

きゅうちゃん絵図のことのみ記述している児童も

いる。（　）は授業者田中による言葉の補足である。

C1 の記述内容

ワークシート 三 の記述

　C5 がないていたら「だいじょうぶ？」とこ

えをかけてあげたり「おされたの？つまずい

たの？」と，ないていても「うん」や「ううん」

と，ないててもいえるようにしつもんをして，

「けがしてない？どこもいたくない？」といっ

たり，「ひとこきゅうするといいよ。」っていっ

ておちつかせてあげるやさしいおにいさんお

ねえさんになる。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ワークシート⑤の記述

　ブランコをこぐとき，ブランコがうしろの

とき足をまえにしてブランコがまえのときは

足をうしろにするとじょうずにたかくこげる

とか，トイレはここだよ。きょうしつはここ

だよ。ここにはいるときは，こんなことをいっ

てはいるんだよ。あそんでいいところは，こ

ことここだよ。ここはマスクがはずれたりけ

がをして，ちがでたときに，これをわすれま

した。けがをしてちがでたのでこれください

というと，（マスクを）くれたり（ばんそうこ

うを）はってくれたりするよ。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ワークシート⑥の記述

①やさしくてまじめで，だれにでもおてほん

になる二年生になるには，どうやったらなれ

るんですか。

→学校のじゅんびをすぐあたりまえにすぐす

ること。ないている人にやさしくこえをかけ

てあげる。

　ママにおこされないでカーテンをあけて，

すごいねとほめてもらう。

　こんどは，先生に，だいじょうぶですか。

にもつ，もちますよ。どこにはこびますかとか，

ともだちにやさしくできる二年生になりたい。

かいだんをのぼっているきゅうちゃん（のか

いだん）は，一だん一だんが大きくなるかい

だんだとおもいます。
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C2 の記述内容

ワークシート 三 の記述

　りゆうは C5 がないてわたしが「だいじょう

ぶ。なにがあったの。」といって，C5 が「えー

んえーん。」といっていたらぜったいいって「だ

いじょうぶ。」っていってもわからないときは，

いっぱいやさしい，すぐにたすける二年生に

なりたい。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ワークシート⑤の記述

　かていがくしゅうをいっぱいやること。か

ていがくしゅうをもっといっぱいやること。

　さんすうのたしざんとひきざんをいっぱい

やる。

　きれいな字をかくためにいっぱいべんきょ

うをやってきれいな字をかく。

二年生になったらおかあさんにおこされない

ようにする。

　二年生になったら一こレベルアップー。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ワークシート⑥の記述

①レベルアップーってどんなことですか。

　→ゆびをつかわないでたしざんができた。

②どうしたら一人で早くおきられるんですか。

　→早ね早おきをすればできます。

③どんな自分にへんしんしたいか。

　→たいいくのとびばこの三だんをとべたい。

（とべるようになりたい。）

　えをうまくかきたい。そのためにれんしゅ

うする。えのぐのいろをまぜたり，ふでに水

をちょっとつけたりすることにきをつける。

C3 の記述内容

ワークシート 三 の記述

　ひこうきぐもがそらに見えるからです。

　ないている人がいたら声をかけて，なにが

あったかわかるからと，ないている人をほっ

といたらかわいそうだからです。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ワークシート⑤の記述

　かん字がへただったけど，二年生になった

らできるようになったよ。それは，先生がか

ん字をおしえてくれたおかげでおぼえられる

ようになったよ。字をじょうずにかける二年

生になりたいです。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ワークシート⑥の記述

（きゅうちゃん絵図はワークシート⑤と同じ）

①どうやったら字がじょうずになれたんです

か。

　→自分がていねいにやっているからです。

②かっこいい二年生ってどんな二年生ですか。

　→すごくやさしい二年生です。

③やさしいってどんな人ですか。

　→こんなことをしたらいいよとか，おしえ

てくれる（あげる）ことです。
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C4 の記述内容

ワークシート⑥の記述

①どんなじぶんにへんしんしたいか。

　→きんにくをつけたいから，これから，き

んトレをする。かんじをおぼえられるように

なる。

②どうしたらおぼえられるようになるか。

→ C2 さんは，「文にするとおぼえやすいよ。」

といった。

Ⅳ．看図アプローチ語りカフェを活用した実践の
成果
　子どもたちは，これまでの出来事を思い出した

り，どんな２年生になりたいかという未来の自分

を想像したりしながら，少しずつ作文の材料集め

をしていった。3 つの時代の自分についてワーク

シートを完成させた後，仕上げの作文を書くのに，

推敲，清書まで２時間を費やしたが，どの児童も

原稿用紙３枚まで使いサクサクと書き上げた。全

体で対話しながら作り上げてきたワークシートが

作文メモとして手元にあるわけだから，書きたい

ことがあふれるほどある。言わば，書くための「取

材」をクラスみんなでしてきたことになる。「書

くことがない」という子どもは一人もいない。こ

れはまた，学習指導要領国語科，低学年の書くこ

との指導事項ア「経験したこと，想像したことな

どから書くことを見付け，必要な事柄を集めたり

確かめたりして伝えたいことを明確にする」に合

致している。さらに，過去現在未来の時代ごとに

ワークシートを完成させていくことにより自ずと

「自分の思いや考えが明確になるように事柄の順

序に沿って簡単な構成を考える」（指導事項 書く

ことイ）ことも網羅することができる。

　それは，できあがった作文と，書き溜めてきた

ワークシートを比べてみてもよくわかる。子ども

たちはワークシートの文をそのまま書き写すので

はなく，接続詞を使って前後の文をうまくつなぎ

ながら，構成を考えて作文らしく文章の体裁を整

えている。

　以下に作文の清書版（完成した文集の原稿）を

掲載する。なお，この文集も本稿用に一人称をす

べて「わたし」に書き替えてある。

い
っ
ぱ
い
書
け
た
ね
ー

も
っ
と
書
き
た
い
な

み
ん
な
す
ご
い
ね
！

文
集
が
で
き
た
よ
！
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完成作文・文集１

こ
ん
な
わ
た
し
に
な
り
た
い
な

Ｃ
１

わ
た
し
は
、
ほ
い
く
え
ん
の
と
き
、
え
が
す
き
で

し
た
。ど
う
ぶ
つ
や
人
を
か
い
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
い
ま
も
、
お
え
か
き
が
だ
い

す
き
で
す
。
こ
の
え
は
、
み
か
ん
を
か
い

て
い
ま
す
。
ち
い
さ
い
こ
ろ
よ
く
か
い
て
い
ま
し

た
。
す
き
な
い
ろ
は
水
い
ろ
、
五
さ
い
の
こ
ろ
は
赤

い
ろ
、
一
年
生
の
こ
ろ
は
青
い
い
ろ
で
す
。

一
年
生
に
な
っ
て
わ
た
し
は
、
さ
く
文
が
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
え
は
か
け
な
か
っ
た
け
ど
み
さ

き
先
生
が
お
し
え
て
く
れ
た
か
ら
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
み
さ
き
先
生
に
「
て
ん
」
と
「
ま
る
」
を
ど
こ

に
つ
け
る
か
を
お
し
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
ア
イ
ヌ
の
作
文
を
か
き
ま
し
た
。
学
校

に
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
き
て
い
っ
し
ょ
に
お
ど
っ
た
り

う
た
っ
た
り
し
て
す
て
き
な
た
い
け
ん
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
か
ら
で
す
。

二
年
生
に
な
っ
た
ら
ま
じ
め
で
だ
れ
に
で

も
お
て
ほ
ん
に
な
る
二
年
生
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
学
校
の
じ
ゅ
ん
び
を
あ
た
り
ま
え
に
、
す

ぐ
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
な
い
て
い
る
人
に
、
や

さ
し
く
こ
え
を
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
と
も
だ
ち

に
や
さ
し
く
で
き
る
二
年
生
に
な
り
た
い

で
す
。

わ
た
し
が
な
り
た
い
じ
ぶ
ん
は
、
か
い
だ

ん
を
の
ぼ
っ
て
い
る
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
で
す
。

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
の
か
い
だ
ん
は
、
一
だ
ん
一
だ
ん
が
大

き
く
な
る
か
い
だ
ん
だ
と
お
も
い
ま
す
。

わ
た
し
も
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
か
い
だ
ん
を
の

ぼ
っ
て
い
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

二年生では、こんなわたし
一年生のわたし

ほいくえんころのわたし
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完成作文・文集２

こ
ん
な
わ
た
し
に
な
り
た
い
な

Ｃ
２

わ
た
し
は
、
よ
う
ち
え
ん
の
こ
ろ
、
い
つ
も
あ
そ
ん

で
い
ま
し
た
。

い
つ
も
あ
そ
ん
で
い
て
た
の
し
か
っ
た
か

ら
で
す
。
タ
ン
バ
リ
ン
を
ふ
っ
て
あ
そ
ん
で
い

ま
す
。
お
う
ち
の
お
も
ち
ゃ
ば
こ
か
ら
も
っ
て

き
ま
し
た
。
一
人
で
あ
そ
ん
で
い
ま
す
。

一
年
生
に
な
っ
た
ら
わ
た
し
は
字
が
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
よ
う
ち
え
ん
の
こ
ろ
、
字
が
う
ま
く
か
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
み
さ
き
先
生
が
字
を
お
し
え
て
く
れ
て

字
が
う
ま
く
な
り
ま
し
た
。

「
こ
こ
は
、
と
め
る
ん
だ
よ
。『
あ
』
の
ま

る
い
と
こ
ろ
は
、
ふ
う
せ
ん
さ
ん
が
い
る

よ
。」

と
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。

き
れ
い
に
な
っ
た
字
で
さ
く
文
も
か
け
ま
し
た
。
学

し
ゅ
う
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い
の
さ
く
文
は
、
手
わ
の
こ
と

を
か
き
ま
し
た
。
校
か
を
コ
ロ
ナ
で
う
た
え
な
い
の
で

手
わ
で
や
り
ま
し
た
。『
ほ
ろ
む
い
川
』
の
手
わ
は
、
ず

っ
と
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。
さ
く
文
を
け
っ
こ
う
か
き
ま

し
た
。
さ
く
文
よ
う
し
に
か
け
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

二
年
生
に
な
っ
た
ら
、
か
て
い
が
く
し
ゅ
う
を
い
っ

ぱ
い
や
り
た
い
で
す
。
き
れ
い
な
字
を
か
く
こ
と
。
ゆ

び
を
つ
か
わ
な
い
で
た
し
ざ
ん
が
で
き
る
こ
と
。
お
か

あ
さ
ん
に
お
こ
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
二

年
生
に
な
っ
て
一
こ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。
へ

ん
し
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
一
こ
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
た
い
で
す
。
二
年
生
に

な
っ
た
ら
え
が
お
あ
ふ
れ
る
ク
ラ

ス
に
な
り
た
い
な
。

ようちえんの

ころのわたし

えんの

わたし一年生のわたし

二年生では、

こんなわたし
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完成作文・文集３

こ
ん
な
わ
た
し
に
な
り
た
い
な

Ｃ
３

わ
た
し
は
、
よ
う
ち
え
ん
の
と
き
よ
く
お
え
か
き

と
、
は
な
み
ず
を
か
ん
で
い
る
の
を
お
も
い
出
せ
ま

す
。
い
つ
も
、
よ
う
ち
え
ん
の
と
き
は
、
お
え

か
き
が
へ
た
で
し
た
。
で
も
、
お
え
か
き
が
す

き
だ
か
ら
タ
イ
ヤ
の
え
を
か
い
て
い
ま
し

た
。一

年
生
に
な
っ
て
ブ
ラ
ン
コ
が
こ
げ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
よ
う
ち
え
ん
の
と
き

は
ブ
ラ
ン
コ
が
こ
げ
な
か
っ
た
け
ど
一
年
生
に
な
っ
て

ひ
と
り
で
こ
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ
う
ち
え
ん

の
と
き
は
、
お
し
て
も
ら
っ
た
け
ど
や
っ
て
み

た
ら
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

と
き
の
気
も
ち
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

み
ん
な
と
た
ま
に
あ
そ
び
ま
す
。
そ
の
と
き

す
ご
く
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
や
り
た
い
で
す
。

な
つ
に
な
っ
た
ら
で
き
る
と
お
も
い
ま
す
。
こ
ん
ど
、

と
も
だ
ち
と
や
れ
る
と
い
い
な
。

二
年
生
に
な
っ
た
ら
か
ん
字
が
じ
ょ
う
ず
に
な
り
た

い
で
す
。
い
ま
は
、
か
ん
字
が
へ
た
だ
け
ど
二
年
生
に

な
っ
た
ら
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
と
い
い
た
い
で
す
。

こ
こ
ろ
を
こ
め
た
ら
じ
ょ
う
ず
に
な
れ
る
と
お
も
い
ま

す
。わ

た
し
は
じ
ょ
う
ず
に
か
け
る
二
年
生
に
な
り
た
い

で
す
。
そ
れ
か
ら
か
っ
こ
い
い
二
年
生
に
な
り
た
い
で

す
。
か
っ
こ
い
い
二
年
生
っ
て
ど
ん
な
二
年
生
か
と
い

う
と
す
ご
く
や
さ
し
い
二
年
生
で
す
。
一
年
生
が
は

い
っ
て
き
た
ら
「
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
い
い
よ
。」

と
お
し
え
て
あ
げ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
か
っ
こ

い
い
二
年
生
に
な
り
た
い
な
。
口
わ
る
く

な
い
や
さ
し
い
二
年
生
に
な
り
た
い
な
。

一年生のわたし

2年生では、こんなわたし

一年生のわたし ようちえんのころのわたし
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完成作文・文集４

こ
ん
な
わ
た
し
に
な
り
た
い
な

Ｃ
４

わ
た
し
は
、
ほ
い
く
え
ん
の
こ
ろ
、
よ
く
な
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
わ
け
は
、
マ
マ
が
ほ
い
く
え
ん
に
む
か

え
に
き
た
と
き
に

「
の
み
も
の
を
か
っ
て
」

っ
て
い
っ
た
ら
、
マ
マ
は
、
こ
ま
っ
た
か
お
を
し
て

「
か
え
る
よ
。」

っ
て
い
わ
れ
て
な
い
て
い
ま
し
た
。

一
年
生
に
な
っ
た
ら
マ
ラ
ソ
ン
を
し
ま
し
た
。
た
い

い
く
の
じ
か
ん
に
学
校
の
ま
わ
り
を
六
し
ゅ
う
し
た
ら

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
つ
か
れ
て
足
が
い
た
く
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
足
が
は
や
く
な
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
は
や
く

な
っ
た
か
と
い
う
と
マ
ラ
ソ
ン
で
い
き
を
す
い
な
が
ら

学
校
を
い
っ
ぱ
い
ま
わ
っ
て
足
が
は
や

く
な
り
ま
し
た
。

足
が
い
た
く
な
っ
て
い
き
が
で
き
な

く
な
っ
て
も
が
ん
ば
っ
て
は
し
り
つ
づ
け
ま
し
た
。

二
年
生
に
な
っ
た
ら
、
き
ん
に
く
を
つ
け
た
い
か
ら

こ
れ
か
ら
き
ん
ト
レ
を
し
た
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
か
ん
じ
を
お
ぼ
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。
Ｃ
２
さ
ん
は
、

「
文
に
す
る
と
お
ぼ
え
や
い
す
い
よ
。」

と
い
い
ま
し
た
。
へ
ん
し
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
に
な
っ

て
、
こ
の
き
ん
ト
レ
生
か
つ
と
か
ん
字
れ
ん
し
ゅ
う

を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

ほいくえんの

ころのわたし

1年生のわたし
2年生では、こんなわたし
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　対話記録にも認められるように子どもたちの自

然な語り合いや温かい雰囲気が，毎時間の授業中

に見られた。書きあがった作文は，子どもたち同

士が協同して楽しく創り上げてきた作文である。

子どもたちはきゅうちゃん絵図を自分に見立てて

読み解き，さらに思いを乗せて語り合うことによ

り想像力が全開する。学習後の子どもたちのふり

かえりには，「きゅうちゃんの絵を見て考えるこ

とが楽しかった」「こんなに書いたのははじめて」

「きゅうちゃんでいっぱい考えられた」などの文

言が見られた。このことは，看図アプローチ語り

カフェを活用した作文指導がいかに子どもたちを

深く思考させ，表現力を向上させたかを物語って

いる。「さいしょは作文がすきじゃなかったけど

きゅうちゃんをつかった作文がいっぱい書けたか

ら楽しかった」とふりかえった児童もいた。

　また，語り合うことで，言葉を通じて積極的に

クラスメートと関わり，自己を表現し，他者の心

と共感するなど互いの存在についての理解を深

め，尊重しようとする態度，いわゆる「学びに向

かう力・人間性等」を育てることにも対応できた

と考える。子どもたちのふりかえりを次にまとめ

ておく。

C1 のふりかえり

　かいだんをのぼっているきゅうちゃんが，

大きくなっていくのがかっこよかったから わ

たしも そうなるように がんばりたいとおもい

ます。きゅうちゃんをつかったさく文のべん

きょうは，かいだんをのぼっているきゅうちゃ

んや えをかいているきゅうちゃんで いっぱい

かんがえられたからです。

C2 のふりかえり

　さく文ようしを 3 まいつかうのは，はじめ

てです。きゅうちゃんをつかったさく文は た

のしかったです。きゅうちゃんのえを見て文

をかんがえたのが たのしかったです。

C3 のふりかえり

　きゅうちゃんのさく文が たのしかったで

す。いっぱいかけたからです。またかきたい

です。さいしょは さく文 すきじゃなかったけ

ど きゅうちゃんを つかった さく文がいっぱ

いかけた。

C4 のふりかえり

　こんな かいたのは はじめてです。きゅう

ちゃんの文で たのしかった。きゅうちゃんの 

えを見てかんがえるのが たのしかったです。

Ⅴ．おわりに－今後の課題
　作文を書くためには，充分に話すことが特に低

学年の児童には必要である。今回実践した看図ア

プローチ語りカフェでは，書きたいことをすぐに

文字に書き起こすのではなく，絵図からの情報を

まず言葉に置き換えさせている。このような手順

をふんだのには次のような理由がある。低学年児

の中には音声として発した自分の言葉を一字一句

漏らすことなく文字化することや，主述関係をね

じれなく表現することなど，完全な文章表現をす

ることがまだ困難な発達段階にある児童もいるか

らである。子どもたちは耳から聞いた友達同士の

言葉に刺激され，絵図を見て新たな発見をしなが

ら再び自己の思いと言葉を繋ぎ合わせる。この積

み重ねが温かな対話を生み，学習者同士の連携を

育む。個人思考と全体思考を繰り返しながら，一

つの絵図から子どもたちはさまざまな思いで想像

を膨らませ，書きたい内容を創造する。

　絵図を選定・提示する際にはある程度授業者の

意図が込められるが，子どもたちは必ずしも授業

者の思う通りに考えてくれるわけではない。たと

えば，Ⅲ－ 4 でも言及したが，どんな２年生に

なりたいかという発問に対して前日の一日入学に

引かれて「C5（唯一の新 1 年生である特定の児童）

に優しくしたい」と，全員がその一点に集中する

という場面があった。子どもたちは直近の出来事

に影響されやすく，視野が狭くなることがある。
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そのような場合，授業者は子どもたちが広い視野

で自由に発想できるようファシリテートする必要

がある。

　また，子どもは小さければ小さいほど具体的で

直接的，直感的な外挿を行う。たとえば，虹を見

上げるきゅうちゃんなら，低学年児童だと「雨上

がりの空を見ている。」と言うだろうが，同じ絵

図をもう少し年齢の高い，生活経験も豊かな大学

生に提示したとしよう。虹を見上げるきゅうちゃ

んに対して，「虹は明るい未来の象徴。」「苦しかっ

た雨の時代の苦労は報われ，将来は明るい虹が見

られる。」のように抽象的な外挿をするかもしれ

ない。授業の中である児童はカーテンを開ける

きゅうちゃんを見て「ママに起こされなくても 1

人で起きてカーテンを開ける。」と直接的な動作

として外挿を行っていた。年齢が上がり，ものの

概念が理解できるようになれば「カーテンを開け

る行為は悩みを払拭し，それまでの弱い自分との

決別の表明。」「窓越しに見える空は霧が晴れてお

り，その空を見上げるのは前を向いて歩み出す自

信と喜びに満ちた自分。」などと想像力を駆使し

た外挿をするかもしれない。つまり，学習者は年

齢や生活経験に応じた外挿を行うということであ

る。そこで授業者は過度な期待をすることなく，

学習者のレディネス相応の外挿を想定した絵図を

提示する必要があるだろう。発問の精査・順序と

絵図の選択には慎重を期する必要がある。しかし，

授業者の想定を超えた外挿をする子どもに出会う

こともある。これは，看図アプローチ授業の醍醐

味であろう。実際にⅢ－ 4 で示したワークシー

ト記述例で，C1 は階段を上るきゅうちゃんを見

て「かいだんをのぼっているきゅうちゃんのかい

だんは，一だん一だんが大きくなるかいだんだと

おもいます。」と外挿している。

　今後，この看図アプローチ語りカフェの手法を，

自発的な発言や感情の表出が少ない児童への表現

力向上を促すツールとして活用することはできな

いかと模索中である。作文がきらいだった子ども

に「きゅうちゃんを使って考えたことが楽しかっ

た」と言わしめたことは「きゅうちゃん」絵図自

体が汎用性の高い教材であることを示唆してい

る。また，「きゅうちゃん」を介してお互いの考

えを伝え合い，自己を表現し，他者の心と共感す

る態度が見られたことは，いわば学びに向かう力・

人間性等の育成にもつながると考えられる。次の

実践ではその可能性を確かめていきたい。
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Ⅰ．はじめに
公表されていなかったきゅうちゃんの「こと」　

　「きゅうちゃんの作者石田ゆき」が「きゅうちゃ

んの歴史」について語る。もっと早くにこの企画

を実現しておくべきであった。そして本論文を

もっと早く世に出しておくべきであった。早く世

に出すべきではあったが，今ほど「きゅうちゃん」

の存在が大きくなることを作者本人も予想できて

いなかったため大目に見ていただきたい。

■「きゅうちゃんって何？」

■「きゅうちゃんってどうやって生まれたの？」

■「制作意図は？」

　…そんな疑問の声が，時を追うごとにだんだん

と大きくなってきたのである。

　2022 年で６歳（推定）になったきゅうちゃん。

最近，教材として活用される機会が急増している。

実践者である先生方，学生さん，児童・生徒，子

どもたちから「かわいい」と言われ，実践を通し

た喜びの声を多数頂戴している。作り手・生みの

親としてはうれしい限りであり，「きゅうちゃん，

生まれてくれて，みんなに喜びを届けてくれてあ

りがとう」である。

元始「きゅうちゃん」
　「きゅうちゃん」の誕生，それは鹿内信善先生

から棒人間で描かれたメモを渡されて，「こうい

うのつくって」と伝えられたことがきっかけで

あった。そのときの棒人間メモを探したが現物を

見つけることができなかったため，記憶を頼りに

筆者が再現した（図１）。

図１　きゅうちゃんの原型となるメモの再現

　このような図をもとに「この人がこうなって×

がこうなって…」と鹿内先生からお話があった。

筆者は「複数枚に渡る絵図だ」「この棒人間はそ

のまま棒人間で描くわけにはいかないな」と，お

話を聞きながら考えた。そして「そもそもこの棒

人間はヒト？×は何？」という疑問が浮かんでき

た。いつもこのように教材絵図づくりは始まる。

筆者が「こんなの教材絵図にどうですか」と提案

する場合と，鹿内先生から「こんなの描いて」と

依頼される場合がある。もちろん，全国の先生方

から「こんなの描いて」と依頼されることもある。

研究ノート

きゅうちゃんの歴史（Ⅰ）
―誕生編―

 石田ゆき 1)

ISHIDA Yuki 

キーワード：きゅうちゃん・看図アプローチ・ビジュアルテキスト

全国看図アプローチ研究会研究誌 16 号　2022.12

1) 日本医療大学
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鹿内先生からの依頼では具体的イメージをもらえ

ることは稀であるが，今回は具体的イメージが

あった。しかし，棒人間を棒人間のまま完成作品

にするのは看図絵師としてはありえない。何か単

純な形のキャラクターにしたい。このように「きゅ

うちゃん」構想が動き始めた。

　そうして「棒人間」や「×」が何なのかわから

ないまま完成したのが図２である。鹿内先生から

は即 OK が出された。データ情報から 2016 年 1

月 11 日以前に制作したことがわかっている（写

真１）。

　この「初代きゅうちゃん」（図２）がきゅうちゃ

んの元始となるものである。このときはまだ「きゅ

うちゃん」という名前はなかった。会話の中では

ただ「このキャラクター」「この子」と呼ばれて

いた。

Ⅱ．「きゅうちゃん」命名秘話
　きゅうちゃんが初めて授業に登場したのは，

2016 年 1 月 13 日，鹿内先生の授業である。A

大学の大学院生（４名）に対して行われた授業で

あり，その後に控えていた看護系Ｂ大学での実践

前の，予備実践として行われた。図２（右）を活

用した実践である。

　その授業の中できゅうちゃんは「このキャラク

ター」から「きゅうちゃん」という名前になった。

そのときの授業記録を掲載する。読者のみなさま

にも「きゅうちゃん」命名の瞬間に立ち会ってい

ただきたい。なお，本論文中で紹介する写真はす

べて筆者が撮影したものであり，必要に応じてモ

ザイク処理を施してある。

写真１　データ作成情報

図２　通称「初代きゅうちゃん」（３枚目・６枚目のきゅうちゃんの足の表現が違うものを２種類制作していた）
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（前略）

T　では次です。どんなことが描かれているか，

書いてください。

Ss　（ワークシート記入・個人思考）

T　では S1 さんからラウンドロビンしてくだ

さい。

S1　えっと，黒い丸がバラバラにあるのと，そ

の黒い丸をキョロキョロ見回してるキャラク

ターがいるのと，謎のバツがある。

T　うんうん。

S4　えっと，人形？キャラクターと，丸と…「こ

と」ですか？

T　こと。

S4　二重の四角の中にキャラクターと丸とバ

ツが描いてある。…以上。

S3　私は，人がまわりを見ている，です。

S2　私は，四角の中に丸が 6 つ描かれていて，

四角の中に顔を左右に向けている人がいて，

四角の右下にバツ印が描かれている。

T　はい，じゃあいいですね。次です。次どん

なことが起こると思いますか。これは相談し

ていいです。どうぞ。

S1　どんなこと…

S2　ん？ん？ってしてるから。

S1　すごい想像力膨らませると，6 つの黒い

丸がヒューって集まって 1 個の大きい丸に

なる。

Ss　（笑）

S1　ますますあの子はキョロキョロする。

Ss　（笑）

S1　どうしたどうした。

S3　頭が増える。

Ss　はははははは！（笑）

S1　すごい高速回転しだす。頭増えるいいな

あ。

S2　シュシュシュシュシュシュ…

（中略）

S2　バツを探してる？

S1　バツを探してる。

S3　穴かもしれない。

S1　穴ね！

S2　じゃあ彼は，彼は，勝手に彼にしちゃった。

S1　いいよ，彼にしていい。

S3　名前つけていいよ。

Ss　（笑）

S2　何にしようかな。きゅうちゃんは…

写真２　
S2 さん（右から２番目）が

「きゅうちゃん」と言った瞬間

S1　じゃあ，きゅうちゃんね。

S3　きゅうちゃん。

S2　歩きながら穴に入らないようにバツを探

しに行く。

S1　ああ，なるほど。私何か穴から出てくる

のかなと思った。

Ss　（笑）

（後略）

　この後，学生たちは「きゅうちゃん」を共通語

として活用し，対話の中で自然に「きゅうちゃん」

を動かしていた。授業の中で何度も「きゅうちゃ

ん」の名前が呼ばれた。それまで「このキャラク

ター」「この子」「彼」と呼ばれていたキャラクター

が，ここで初めて「きゅうちゃん」として誕生し

たのである。

Ⅲ．「好中球」教材としての活用
　図２の 6 幅のきゅうちゃん絵図を読み解いた

あとの授業展開を紹介する。読解活動のまとめと

して，ワークシートを配付しながら次のようにす

すめていく。T は引き続き鹿内先生である。ワー

クシートや資料の掲載はここでは省略する。（詳
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細について知りたい方は，全国看図アプローチ研究会

公式ホームページからお問い合わせください。）

（前略）

T　（ワークシート配付）まず読んでいきます。

「出生時の白血球数は非常に多く，好中球が

主体となっている」。この文章はどういう意

味だと思いますか。わかることがもしあった

ら書いてください。

Ss　（ワークシート記入）

（中略）

T　はい。S3 さんが「少し関係する」。次です。

これも予備知識です。（ワークシート配付）

Ss　（各自文章に目を通している）

T　いいですか。そしたら，ではこのさっき見

てもらったきゅうちゃんの絵ですけども，

きゅうちゃんていうのは「球」でいいですね。

好中球のことを描いてあるんです。（ワーク

シート配付）

S1　はあ。

T　ありがとう。

S1　すごいですね。

T　はい。すごいですねって。

S2　なるほど。

T　なるほど，ありがとう。

S1　ほんとに「きゅう（球）ちゃん」でしたね。

Ss・T　（笑）

T　では問題です。「一連の絵図は好中球の生

体防御の仕組みを表しています。好中球はど

のようにして生体を防御しているのでしょう

か。6 枚の絵図の順序に沿って説明してくだ

さい。」それを 5 分くらい時間あげますので

絵図に沿ってそこに書いてください。個人で。

Ss　（ワークシート記入）

T　はい，S2 さんが一番整って書いてくれて

たので。S2 さんどうぞ。

S2　ウイルスなどの異物が体内に侵入してい

ないか確認したり探したりする。

T　（スライドに絵図を表示しながら）はい，

これ 1 枚目ですね。これが好中球なのはも

うわかりましたね。好中球っていうのはパト

ロールしているんです，ずっと。体内を，血

液中を。で，パトロールしながら異物がない

かいつも注視している。はい次ですね。

S2　で，ウイルスなどの異物を発見。

T　異物を発見したら。次は。

S2　ウイルスを排除する。

T　排除する。はい，これを，（板書しながら）「貪

食」っていいます。

Ss　貪食。ふーん。すごい。

T　貪食する。

Ss　（板書の「貪食」をメモしている）

T　それで？次ですね。

S2　ウイルスが先ほどよりも多く体内に侵入

したのを発見する。

T　発見する。はい，そうすると？

S2　ウイルスの割合に合わせて好中球も増え

る。

T　結集してくるんですね。そして最後まとめ

です。

S2　増えた好中球でウイルスを排除する。

T　排除する。はい。という中身なんですね。

まるでもうひとつの世界のようなのが血液の

中にあって，それぞれの役割を果たしている

んですね。はい，それでは。みなさんは発達

教育学の方なので，とくに子どもの発達段階

の最初のところの血液に関するテキストをコ

ピーしてきました。（テキスト配付）「…のと

ころから読んでってください」の終わりのと

ころまで読んでください。

（後略）

　「きゅうちゃん」の「きゅう」は「好中球」の「球」。

学生たちは「好中球」の内容だとは知らずに授業

を受けていた。しかし S2 さんは，おそらくその

丸いビジュアルから「きゅう（球）」を取り出し

てくれた。S2 さんには，良い名前をつけてくれ

たことに感謝申し上げたい。

　図２を活用した授業は，2016 年 3 月 24 日，

看護系 B 大学でも実施された。授業担当者は菊
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原美緒先生・土井裕美子先生である。途中からは

鹿内先生のファシリテーションも加わり，学生た

ちは対話が弾み，よく見て，よく考えて，よく学

ぶ機会になっていた。後日談として，「学生たち

は授業の後，普段は積極的に勉強する気になれな

い細胞に関する部分を，教科書から探して熱心に

読んでいた」ということを伝え聞いた。「きゅう

ちゃんはビジュアルテキストとして活用できる」

ということが再確認された機会だったといえる。

Ｂ大学での授業内容は先に紹介した A 大学のも

のと同じであるため詳細は割愛するが，授業の様

子を写真３に載せておく。

写真３　Ｂ大学での授業の様子

Ⅳ．「きゅうちゃん」としての第一歩
　初代きゅうちゃん（図２）の実践がひと段落し

た頃，鹿内先生との打ち合わせで「かわいいし，

旅するきゅうちゃんとか，きゅうちゃん学校に行

く，とかキャラクター化・シリーズ化したら面白

いのでは？」という話が出された。筆者の「きゅ

うちゃん」制作はここから本格化する。

　2016 年 4 月 23 日，北海道内の C 小学校にて

研究会が行われた。このとき訪ねたのは当時校長

職にあった渡辺聡先生である（写真４）。

写真４　左／鹿内先生，右／渡辺先生

　渡辺先生は看図作文以前の研究段階から鹿内先

生のもとで「見ること」「読むこと」の研究に長

年携わってきた方である。渡辺先生の学校では当

時「見る人を育てる」という全校研究テーマを掲

げていた。学校教育の中に取り入れやすい教材は

ないかということで提案したのが，生まれたばか

りの「きゅうちゃん」であった。

　写真４のテーブルの上にご注目いただきたい。

どんな「もの」が写っていますか？（写真５）

写真５　写真４のアップ

　
テーブルの上にあるのは，手描きのきゅうちゃ

んのコピーである。きゅうちゃん初出（2016 年

1 月 13 日）の後，ようやくきゅうちゃんが「きゅ

うちゃん」として動き始めた場面である。コピー

元の手描きノートが写真６である。なおこのノー

トは 2016 年のスケジュール帳である（写真７）。

写真６　手描き段階のきゅうちゃん
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写真７　2016 年のスケジュール帳

　ページに日付の記載をしていなかったが，写真

４の状況から，2016 年 4 月 22 日以前に描いた

ことは間違いない。

　また，対話状況を設定しやすくするために後に

「ぴいちゃん」というキャラクターを制作した。「ぴ

いちゃん」は「きゅうちゃん」のお友だちやきょ

うだいのような存在である（図３）。きゅうちゃ

んリストでの登場順は 248 番目で，制作時期は

データファイルでは「2016 年 10 月 22 日」と

なっていた（写真８）。ただし，データファイル

は上書きや複製を繰り返しているためこの日時が

最古のものであるとは断定できない。なお，鹿内

先生は「見る人が混乱するのできゅうちゃんをメ

インにつくって」と指摘し続けてきた。このこと

から，きゅうちゃんリスト 522 番目でウエイター

として登場してもらったのを最後に，ぴいちゃん

の制作は打ち止めになっている。本稿で初めてぴ

いちゃんを知った読者の方，そしてすでにご存じ

の方にも，その存在を頭のすみっこのもう少し奥

の方にしまっておいてほしい。

Ⅴ．おわりに－変幻自在のきゅうちゃん
　当初，どのように使われる絵図なのかもわから

ずに制作を開始した「きゅうちゃん」。「好中球」

教材として動き出した「きゅうちゃん」。いつの

間にか多くの方に受け入れられ，かわいがられる

存在となった。全国看図アプローチ研究会の公式

マスコットキャラクターとしても定着してきた。

きゅうちゃんは看図作文絵図とも写真教材とも違

う新たな可能性を秘めたビジュアルテキストに

なっている。そして筆者の代名詞ともいえる存在

になってくれている。

　「きゅうちゃんの制作意図は？」と聞かれるこ

とがある。これは少々答えに窮する質問である。

なぜなら，筆者はきゅうちゃんをつくるとき「〇〇

してるきゅうちゃんつくろうっと♪」「〇〇な感

じのきゅうちゃんつくろうっと♪」くらいしか考

えていないからである。このような「イメージ」

はもって制作している。「イメージ」しなければ，

そもそも創作活動はできない。さらに言えば，ど

んなに頭の中でイメージしても，実際に手を動か

すと，そのイメージと違ったものができあがって

いく。100％イメージ通りな作品はできない。イ

メージして，手を動かして，描いて，消して，つ

くって，分解して…最終的に納得のいくカタチに

なれば完成。アートというのはそういうものでは

ないだろうか。

　筆者が個人的にきゅうちゃんをつくるとき，

「〇〇先生にこういう授業をしてほしいからこの

きゅうちゃんをつくろう」と意図を込めることは

ない。筆者自身が授業で活用するときにも，すで

につくってあるきゅうちゃんリストの中から選

択するのである。「自分のこの授業のためにこん

なきゅうちゃんをつくろう」と「意図」してつ

くってしまったら，曖昧性がなくなり，ビジュア

ルテキストとして成立せず，面白味のないもの

写真８　「ぴいちゃん」初期制作日

！

図３　時々「ぴいちゃん」（右）も出てきます
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になってしまう。全国の先生方から「〇〇の授

業に使いたいので△△しているきゅうちゃんを

つくってほしい」と依頼されることがある。そ

こには当然，依頼主の「意図」が込められる。

しかし，依頼を受け取った時点で「依頼主の意

図」から「筆者（石田）のイメージ」に置き換

えられる。筆者の制作の過程でさらにイメージ

は変容し，依頼主の意図とは少し（あるいは大

いに）ズレたきゅうちゃんができあがる（本稿

末図４）。この「ズレ」も曖昧性同様ビジュアル

テキストの必須条件のひとつである。「ズレ」で

言えば，本研究会の公式 YouTube チャンネルで

公開中の「きゅうちゃんデジタル絵本」作品の

ひとつ，「恋するきゅうちゃん」（URL：https://

www.youtube.com/watch?v=YtVHrDcjZAo&t=5

4s）が良い例になる。この作品に登場するきゅ

うちゃんは女の子で，大好きな先輩を戸のすき間

から覗き見ている（写真９）。読者の方はこのきゅ

うちゃんがどんなことをしている場面と考えるだ

ろうか。

写真９　「恋するきゅうちゃん」覗きシーン

　このきゅうちゃん絵図はアイスブレイクでの出

番が多い。詳しい実践内容については次報で紹介

したいのだが，2021 年・2022 年度授業での読

み解き例から一部抜粋して紹介する。

• ちらっと覗いている　       ※すべて筆者の授業より

• 遠くから見守っている

• 新しい扉を開けて導いてくれている

•「陰ながら応援しているよ」と言っている

よう

• 救いの手を差し伸べてくれそう

• 座敷わらしを連想した

• 守護霊のような存在感がある　    …等々

　きゅうちゃんがどのようにこちらを見ている

か，ということだけでも様々な表現がある。そ

してきゅうちゃんは，座敷童にも，守護霊にも，

恋する女の子にもなれる。変幻自在な存在なの

である。きゅうちゃんとその変幻自在的特徴と

の関連 （ 変幻自在的存在＝ multi being）につい

ては鮫島他（2023 公刊予定）でも考察されて

いる。なお “multi being”という概念は Gergen,  

K.J.（邦訳 2020）によって提案されたものであ

る。Gergen の著書の翻訳者である鮫島と東村は，

“multi being”に「変幻自在的存在」という訳語

を充てている。また，きゅうちゃんが備えている

特徴が，まさに「変幻自在的特徴」なのだという

ことに最初に気づいたのは鮫島輝美先生である。

　きゅうちゃんは本稿執筆現在，570 種類を超

えるバリエーションがある。筆者は当面 999 種

類を目指してきゅうちゃんリストの制作を続けて

いる。きゅうちゃんリストの一部（写真 10）と

その制作風景（写真 11）を「ちらっと」お見せ

して本稿を閉じようと思う。筆者自身これからも

制作を続けながら，きゅうちゃんがどのように変

化・進化していくのか見守っていきたい。

写真 10　きゅうちゃんリスト（一部）
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Ⅰ．はじめに
　筆者は A 看護専門学校で，精神看護学を担当

している。本校では，当事者参加授業を実施して

いないため，ほとんどの学生が臨地実習で初めて

精神疾患をもつ人と接することになる。宮武ら

（2022，p.34）は，「学生は，臨地実習前に講義

で精神疾患の特徴について学習し，知識を得てい

るが，日常生活の中で精神疾患をもつ人と接触体

験をしたことが少ないため，実際の精神疾患をも

つ人のイメージが湧きづらい」と述べている。そ

のため，臨地実習初日より不安感や緊張感が強く，

自分たちの関わりにより対象の症状が悪化するこ

とを心配するため，その後の人間関係の構築に時

間を要する学生も多い。

　学生は，精神疾患をもつ人との関係構築の過程

で，自己の感情と向き合い，自己理解を深めなが

ら成長する。これは精神看護学実習での大きな学

びである。同時に，精神疾患をもつ人に対する偏

見や差別等の歴史的背景から，「人権擁護」や「倫

理的側面」を考え，看護を実践することも重要な

要素である。柿澤ら（2022，p.2）は，「看護学

生は，精神看護学実習において精神保健福祉法に

基づく処遇としての措置入院や隔離拘束という行

動制限の実際を知り，看護上の倫理的な問題に向

き合う」と述べている。臨地実習中の学生の行動

として，対象の人権や価値観を尊重した行動はで

きている。しかし，学生の学びのキーワードとし

て，「人権擁護」や「倫理的側面」に関する内容が，

十分に導き出せていない課題があった。

　そこで今回，臨地実習を控えた看護学科３年生

を対象に，「人権擁護」や「倫理的側面」を踏ま

えた看護の視点を考え，看護の役割とは何か学生

自らが気づき，考えることを目標に看図アプロー

チを用いた授業展開を行った。

Ⅱ．授業対象者及び科目の位置づけ
　Ａ看護専門学校の 3 年生 41 名を対象に「精神

看護学方法論Ⅱ」という科目の第１回（全 15 回）

に「精神科看護における人権擁護と倫理的側面に

ついて考えることができる。」を学習目標とし，

看図アプローチを用い授業を実施した。科目の位

置づけとして，翌月から開始となる精神看護学実

習に向け，具体的な看護展開を学ぶ内容となって

いる。2 年次に精神看護学概論および方法論Ⅰと

して，精神疾患と看護の方法論や精神疾患患者の

歴史的背景，社会保障制度を履修している。

Ⅲ．授業の実際
　「人権擁護」および「倫理的側面」について考

える教材として，精神科の保護室（隔離室）のビ

実践ノート

看図アプローチを活用した精神看護学の授業展開
―「人権擁護」と「倫理」について考える―

  田中雅美 1)

TANAKA Masami 

キーワード：看図アプローチ・精神看護学・人権擁護・倫理

全国看図アプローチ研究会研究誌 16 号　2022.12

1) ※倫理的配慮により所属名の記載を省略
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ジュアルテキスト（図１）を用いることにした。

また，以下に指導案を掲載する。指導案作成にあ

たっては，中村学園大学山下雅佳実先生に事前に

アドバイスを受けている。

図１　保護室イメージ図

（実際の授業では URL：http://www.seijin.org/pages_sp/25 から引用した写真を使用している。）

指導案

時間 学習活動 教員の支援と留意点

分 【導入】精神的諸問題への方向づけ

年次の学習内容の確認と想起

学習目標の確認

１５分 【展開】

スライド①

）個人思考（１分半）

２）ラウンド・ロビン（４分）

）全体で共有（３分）

スライド①

発問２はクラス全体でセッションを行う

（３分）

発問①

「この写真に写っているものを 個

書き出して下さい。」

学生の解答予想

・窓 ・トイレ ・ モニター（？）

・エアコン ・布団 ・監視カメラなど

）集団思考で追加した内容は赤で記入

することを説明する。

発問②

「これは精神科の閉鎖病棟にある保護室

です。保護室はどのような時に使用さ

れる部屋ですか？」

学生の解答予想

・入院形態から解答

・症状から解答

・自傷他害 など

５５分 スライド①

） グループワーク（３０分）

発問③

「この部屋は倫理原則の４つの原則の何

に基づいて作られた部屋でしょう。その

根拠も考えてください。」

当てはまるか，当てはまらないか４原則す

べてに考えた根拠を述べることを提示し，

ワークを進める。
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　授業を展開する際には，すべての発問に対し，

設定時間は異なるが，１) 個人思考，２) 集団思考，

３) クラス全体での共有を設けた。なお，グルー

プワークは４～５名編成で実施している。

Ⅲ－１　発問①：変換
　図１を提示し，写っている「もの」10 個を書

き出してもらった。ここでは，ほとんどの学生が，

「ベッド」「トイレ」「監視カメラ」「TV モニター」

時間 学習活動 教員の支援と留意点

分 【導入】精神的諸問題への方向づけ

年次の学習内容の確認と想起

学習目標の確認

１５分 【展開】

スライド①

）個人思考（１分半）

２）ラウンド・ロビン（４分）

）全体で共有（３分）

スライド①

発問２はクラス全体でセッションを行う

（３分）

発問①

「この写真に写っているものを 個

書き出して下さい。」

学生の解答予想

・窓 ・トイレ ・ モニター（？）

・エアコン ・布団 ・監視カメラなど

）集団思考で追加した内容は赤で記入

することを説明する。

発問②

「これは精神科の閉鎖病棟にある保護室

です。保護室はどのような時に使用さ

れる部屋ですか？」

学生の解答予想

・入院形態から解答

・症状から解答

・自傷他害 など

５５分 スライド①

） グループワーク（３０分）

発問③

「この部屋は倫理原則の４つの原則の何

に基づいて作られた部屋でしょう。その

根拠も考えてください。」

当てはまるか，当てはまらないか４原則す

べてに考えた根拠を述べることを提示し，

ワークを進める。

※個人思考を含む

２）クラス全体で共有する。（２０分）

※倫理原則の４つの原則については，共

通理解のもとワークを進めることを指示す

る。

【倫理原則】

①自律尊重原則

②善行原則

③無危害原則

④公正原則

１０分 【まとめ】 【まとめ】

学生の発表内容をもとにまとめる。

発表内容によっては，新たな発問を行う

次回の学習内容の提示
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「シーツ」「ガラス」等を挙げている。

　学生は，臨地実習で「監視カメラ」や「TV モ

ニター」が天井にあり，ガラス張りになっている

病室を見学したことがないため，「なぜ天井にあ

るかはわからないが，カメラ？モニター？」「な

んでガラス？」「このトイレは何？」という疑問

ももちながら考えていた。

Ⅲ－２　授業者による図１の説明：共通認識
　写っている「もの」をグループとクラス全体で

共有したら，授業者からこのビジュアルテキスト

が「精神科病院の閉鎖病棟にある保護室」である

ことを説明した。これは共通認識させる目的で伝

えた。学生からは，スライドを見ながら「へー」

「あーなるほど」「だから〇〇が写っている」等の

反応があった。この説明により，学生全体が図１

に注目し，次の発問を待つ様子がみられた。

Ⅲ－３　発問②：要素関連づけ（想起＋ウォーミ
ングアップ）
　「この保護室はどのような患者さんが入院され

る部屋でしょう？」と発問した。臨地実習に向け

事前学習課題として提示していた，精神科の入院

形態を想起させる目的で投げかけた。

　この発問に対しては，学生のほとんどから「自

傷他害がある患者さん」「〇〇入院」「〇〇の症状

がある患者さん」と予測通りの返答があった。こ

れは，２年次に既習した内容であり，学生の知識

で全員が返答できている。

　学生の返答をもとに，入院形態についてクラス

全体で共通認識を行った。この意図としては，精

神科の入院形態には自己決定ではない入院がある

ことを共通理解し，次の発問に移行するウォーミ

ングアップの目的もあった。

Ⅲ－４　発問③：外挿
　「この部屋は，倫理原則（４原則）の何に基づ

いて作られた部屋でしょう？４原則すべてに対し

て考えて下さい。また，あてはまるか・あてはま

らないか，その根拠についても述べて下さい。」

と投げかけた。

　この学習活動は，30 分間のグループワークと

して行ってもらった。また，グループワーク開始

時に倫理原則（自己決定の尊重，善行，無危害，

公正）については共通理解をもって進めていくよ

う指示している。グループワーク中は内容が脱線

することなく 30 分間集中して話し合うことがで

きていた。意見の内容を一部抜粋し，表１にまと

めておく。

表 学生の意見（一部抜粋）

自己決定の
尊重

・患者の意思も人権も尊重されていないためあてはまらない。
・患者の意志は反映されていないため，あてはまるとは言えない。
・監視カメラやガラス一面の部屋からプライバシーが保持されていないためあてはまらない。
・部屋の状況から，生活の場としては患者の人権が尊重されているとは言えないからあてはま
らない。
・第三者の同意があるのであてはまるのではないか。（入院形態によっては，本人の意思がなく
てもできるため。）
・患者の同意はないが，家族などの同意があるため，結論がでなかった。

善行
・他患者を守ることができるからあてはまる。
・この部屋に入院する患者にとっては，善いことではないと思うから，あてはまらない。

無危害
・他患者への危害から守ることができるためあてはまる。
・他害の視点から考えるとあてはまる。

公正
・看護師の関わり方で他患者との平等性は保たれるのではないか。
・部屋の状況（トイレの状況など）から，他患者との平等性は保たれていない。

表 1　学生の意見（一部抜粋）
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Ⅲ－５　まとめの発問
　学生の意見をクラス全体で共有し，意見の内容

から学生の考える視点を広げてほしかったため，

「そもそも，倫理原則の４原則に反する医療機関

が存在するのか？」「保護室に入院する対象を一

番守るべきなのでは？」と，２つの新たな発問を

した。

　これらの発問に対し，学生は「確かに・・」「で

も・・」という反応をしながら，自分たちがまと

めた意見を再度見直していた。ここで学生は「何

が正解かわからない」という新たな疑問をもって

いる。しかし，対象自身を守るという視点に対し

ては「意見の中になかった」「他患者さんにばか

り目が行っていた」等の反応が見られた。

　その反応を踏まえ「対象を守るための看護師は

どのような行動が求められているでしょう？」と

発問し，それを第２回目授業で再度検討すること

を予告して第 1 回目授業を終えた。

Ⅳ．考察
　今回，精神科病院の保護室の写真をビジュアル

テキストとして看図アプローチ基盤型の授業を

行った。この保護室は学生にとっては，経験がな

い未知の世界である。そのため，“ 見る ” ことか

ら「どこの病室？何の部屋？」という疑問と同時

に関心も生じていた。その疑問や関心が，徐々に

学生の知識で解明されていく過程で学習者間の協

同性が生まれている。

　精神科病棟は，精神保健福祉法のもとで運営さ

れている。しかし，疾患がもつ特徴から入院形態

や退院制限，行動制限を受けることも多い。その

ため，精神疾患をもつ人にとっては，尊厳や人権

が侵害されやすく，倫理上の問題も生じやすい。

看護師は倫理綱領に則りそれらを守る行動をとら

なければならない。これらのことを考えてもらう

ために，発問②「この保護室はどのような患者さ

んが入院される部屋でしょう？」と発問③「この

部屋は，倫理原則（４原則）の何に基づいて作ら

れた部屋でしょう？４原則すべてに対して考えて

下さい。また，あてはまるか・あてはまらないか，

その根拠についても述べて下さい。」を設定した。

とくに，発問②は，精神科病棟や精神疾患の特徴

を共通理解し，人権や倫理的側面を考える起点と

なる。そのため，学生の知識で返答できる発問で

なければならないと考えた。その結果，発問②提

示後に一瞬「え？」というような反応が見られた

が学生たちは自信をもって返答できていた。この

状況が，発問③でのグループワークに安心して取

り組める場作りにつながったのではないかと考え

る。

　柿澤ら（2022，p.8）は，学生の実習中の倫理

的課題に関する気がかりの概要について，「学生

は精神科の特徴である保護室や病棟の環境など目

に見える事象に着目していた」ことを指摘してい

る。さらに一方で，「ケアの内容やその背景を含

めた患者の自己決定に関連した目に見えない事象

が倫理的課題の気がかりとして抽出された」と述

べている。精神科における「倫理的課題に関する

気がかり」を考える上で，目に見える事象と目に

見えない事象に注意を向ける必要がある。今回用

いたビジュアルテキストに「ひと」はでてこない。

このビジュアルテキストには，目に見える事象と

目に見えない事象という２つの要素を取り入れる

ことができている。そのため，保護室に入院する

「ひと」を想像しながら，知識と関連づけ，発展

的に『人権』と『倫理的側面』を考える学習活動

につなげることができたのではないかと考える。

　発問③では，「倫理原則」という学生が予測し

ていなかったワードを投げかけるため，共通理解

をもって進めるよう指示した。ワークの結果は表

１にまとめているが，【自己決定の尊重】【公正】

では，学生の知識や経験と関連づけた内容となっ

ている。しかし，このワークの中で，学生にとっ

て倫理的ジレンマも生じているのではないかと考

える。それは，対象自身の視点と，第三者的視点

の２つの視点から，答えがでない状況に陥ってい

るからである。【善行】【無危害】の内容は，他患

者に着目した意見であった。発問②において，“ 自

傷他害 ” というキーワードが抽出できていた。し

かし，“ 自傷 ” という状況から対象自身を守るた
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めという意見が全く出なかったのである。この

要因として，学生がもつ精神疾患患者へのネガ

ティブなイメージのよる影響も考えられる。田中

（2022，p.12）は，「『看図』を活用する授業は，

答が正解かどうかに焦点を当て，正解探しの力を

育てるわけではない場合が多い。意外な『答え』

に意味を見出し，意外な『反応』に価値を見出し

ながら，新しいものへ出会う力を育てる授業であ

る」と述べている。筆者にとって “ 自傷 ” という

視点が意見として出てこなかったことは，新しい

発見であった。これにより，新たに “ 誰を守るべ

きなのか ” という倫理上の問題を学生に投げかけ

ることができるきっかけとなった。このことが，

学生の「反応」に価値を見出し，学生－教員間の

新しいものへの出会いなのだと考える。

　また，田中（2022，p.12）は，「看図アプロー

チによる授業で行われる介入は，誤答を正答に導

くために行われるのではなく，新しい認識をつく

るための手助けのために行われるのである」と述

べている。今回，ビジュアルテキストを用いた協

同学習を取り入れた。発問が進むにつれ，学習活

動は活発になった。この学習活動の中で，筆者は

正答を求めていたわけではない。学生の自由な発

想による学習活動がねらいであった。これが，“ 能

動的な楽しさ ”（鹿内 2015）を生み出したと考

える。

Ⅴ．今後の課題
　今回初めて，本格的に看図アプローチを用いた

授業を実践した。１枚のビジュアルテキストから

学生も授業者もさまざまな “ 気づき ” をもつこと

ができた。さらに，発問により学生の考える力や

創造性・発見等の可能性も引き出すことができた。

　看護師養成では，臨地での学びが必須となる。

担当する精神科看護に対する学生のイメージはさ

まざまであるが，ネガティブなイメージを持つ学

生も少なくはない。今回，グループワークによる

意見交換の中で倫理的ジレンマも経験した。この

ことが，『人権擁護』や『倫理』的な行動に結び

つく大切な感情であると考えている。それが，１

枚のビジュアルテキストから体験できるよう展開

できたことは自身にとっても大きな学びであっ

た。

　このように，看図アプローチを活用した授業実

践から大きな手応えを感じることができた。しか

し，今回まとめた内容は講義中の学生の意見や反

応から，筆者の意見や思いを述べたものである。

今後，学生の意見や感想等，客観的に調査してい

くことが必要である。また，臨地実習において，

学生の行動や学びの視点がどのように変容するの

か調査していきたい。
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編集後記

　研究誌 16 号も有意義な構成になりました。

　田中 岬・石田ゆきは実践研究の一部を今年の日本協同教育学会で発表しました。その発表の評判

がとてもよかったので，さっそく，論文にまとめてもらいました。小学校１年生での実践ですが，多

くの学年で追実践が可能です。進級・卒業の季節にふさわしいテーマでもあります。ぜひ追実践して

みてください。できたらその報告を寄稿してください。

　第２論文は石田ゆきによる「きゅうちゃんの歴史」です。石田は，この論文を「もっと早く世に出

しておくべきだった」と書いています。しかし，きゅうちゃん人気が高まっている今だからこそ必要

とされる論文です。まことに時宜を得た企画になっています。きゅうちゃんは活用範囲の広い協同学

習ツールです。また，とても使い勝手のよい看図アプローチのビジュアルテキストです。きゅうちゃ

んの活用法については続報でまとめてもらうことになっています。続報も楽しみにしつつ，まずは誕

生編をお読みください。

　第３論文は，田中雅美の実践です。これは「看図アプローチ初めてやってみました」論文です。こ

れから看図アプローチの導入を考えている先生方には「こんなふうにやればいいんだ」という気づき

を与えてくれると思います。すでに実践してデータをお持ちの先生方には「こんなまとめ方もありな

んだ」と思っていただけるのではないでしょうか。肩の力を抜いて看図アプローチに取り組むきっか

けを与えてくれる，よい論文になっています。

　看図アプローチは先生方の力をお借りして順調に発展しています。

　来る年も発展の年にしていきます。

文責　鹿内信善



全国看図アプローチ研究会研究誌 16 号

発行年月日　2022 年 12 月 13 日

編　　　集　「全国看図アプローチ研究会研究誌」編集委員

石田　ゆき

伊藤　公紀

鹿内　信善 *

山下雅佳実

渡辺　　聡

(* 印は編集代表 )

発　　　行　全国看図アプローチ研究会　

                     　 kanzu-approach.com

事 務 局 長　山下雅佳実 ( 中村学園大学短期大学部 )

編集長・DTP　石田ゆき


